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調査実施の概要
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(１) 目的 

 この調査は、昭和 49 年度から毎年実施しており、市政や市民生活に関して、市民の意識、関心、要望の
傾向などを測定し、市政の参考とするものである。令和２年度第２回調査では、「受動喫煙の防止」「札幌市
のシティプロモートの推進」などをテーマとして設問を構成している。 

(２) 項目 

① 受動喫煙の防止について 
② 災害への備えについて 
③ シティプロモートの推進について 
④ テレビ・ラジオ等の利用状況について 

(３) 設計 

① 調査地域 札幌市内 
② 調査対象 満 18 歳以上の男女個人 
③ 標本数  5,000 人 
④ 調査方法 調査票を郵送し、返信用封筒で回収 
⑤ 調査期間 令和２年(2020 年)８月 21 日(金)～９月４日(金) 
⑥ 抽出方法 住民基本台帳から「等間隔無作為抽出」 

(対象者の抽出は、本市の電算システムにて行った。) 

(４) 回収結果 

発送数  5,000 
回収数（率） 2,653  (53.1%) 

(５) 回答者の特性  

1 調査実施の概要 

区分 実数 比率(%) 男性 比率(%) 女性 比率(%) 無回答 比率(%) 合計 比率(%)

対象者全体 2,653 100.0 1,059 39.9 1,576 59.4 18 0.7 2,653 100.0

【性別】

男性 1,059 39.2 1,059 100.0 - - - - 1,059 100.0

女性 1,576 59.9 - - 1,576 100.0 - - 1,576 100.0

無回答 18 0.9 - - - - 18 100.0 18 100.0

【年齢】

29歳以下 201 6.9 77 38.3 124 61.7 - - 201 100.0

30～39歳 305 10.4 104 34.1 201 65.9 - - 305 100.0

40～49歳 434 14.8 167 38.5 266 61.3 1 0.2 434 100.0

50～59歳 467 15.9 184 39.4 283 60.6 - - 467 100.0

60～69歳 515 17.6 217 42.1 296 57.5 2 0.4 515 100.0

70歳以上 716 24.4 309 43.2 405 56.6 2 0.3 716 100.0

無回答 15 0.5 1 6.7 1 6.7 13 86.7 15 100.0

【居住区】

中央区 314 11.9 126 40.1 188 59.9 - - 314 100.0

北区 382 13.9 153 40.1 229 59.9 - - 382 100.0

東区 323 12.5 131 40.6 191 59.1 1 0.3 323 100.0

白石区 278 10.1 115 41.4 162 58.3 1 0.4 278 100.0

厚別区 185 6.9 68 36.8 116 62.7 1 0.5 185 100.0

豊平区 308 11.7 126 40.9 181 58.8 1 0.3 308 100.0

清田区 150 6.1 63 42.0 87 58.0 - - 150 100.0

南区 194 7.2 89 45.9 105 54.1 - - 194 100.0

西区 304 11.8 110 36.2 194 63.8 - - 304 100.0

手稲区 193 7.3 75 38.9 118 61.1 - - 193 100.0

無回答 22 0.7 3 13.6 5 22.7 14 63.6 22 100.0

-2-



(６) 集計・分析上の注意事項 

 報告書内の図表において、各設問の有効回答数は、無回答を含め「Ｎ」で標記している。また、図表中の
構成比（％）は、小数点第２位以下を四捨五入しているため、合計は必ずしも 100.0％になっていない場合
がある。 
 なお、個々の選択肢比率を合算する場合（「そう思う」と「ある程度そう思う」の合計など）は、個々の
回答者数の合計をＮで除して百分率を求め、小数第２位を四捨五入した。このため、本文やグラフの比率を
単純合計したものにはならない場合がある。 

区分 実数 比率(%) 男性 比率(%) 女性 比率(%) 無回答 比率(%) 合計 比率(%)

対象者全体 2,653 100.0 1,059 39.9 1,576 59.4 18 0.7 2,653 100.0

【職業】

会社役員 90 2.6 71 78.9 18 20.0 1 1.1 90 100.0

会社員 684 26.6 377 55.1 307 44.9 - - 684 100.0

公務員 114 4.2 78 68.4 36 31.6 - - 114 100.0

自営業 94 4.6 59 62.8 34 36.2 1 1.1 94 100.0

パート・アルバイト 417 13.7 76 18.2 340 81.5 1 0.2 417 100.0

主婦・主夫 479 20.9 6 1.3 473 98.7 - - 479 100.0

学生 64 2.9 27 42.2 37 57.8 - - 64 100.0

無職 570 20.0 312 54.7 256 44.9 2 0.4 570 100.0

その他 110 3.4 51 46.4 59 53.6 - - 110 100.0

無回答 31 1.1 2 6.5 16 51.6 13 41.9 31 100.0

【世帯構成】

自分1人または友人と
同居など単身世帯

550 17.9 199 36.2 349 63.5 2 0.4 550 100.0

夫婦2人だけの一世代
世帯

799 32.2 379 47.4 419 52.4 1 0.1 799 100.0

親と子の二世代世帯 1,040 40.0 385 37.0 653 62.8 2 0.2 1,040 100.0

親と子と孫の三世代世帯 105 4.5 33 31.4 72 68.6 - - 105 100.0

その他 125 4.4 57 45.6 68 54.4 - - 125 100.0

無回答 34 1.1 6 17.6 15 44.1 13 38.2 34 100.0
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調査結果の詳細
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◇健康増進法改正の認知度 

問１ あなたは、健康増進法が改正されたことを知っていましたか。 

【全  体】 健康増進法改正の認知度は、「知っていた」が 47.6％、「知らなかった」が 39.6％となっている。 

【性  別】 「知っていた」は、男性で 52.2％と、女性の 44.6％より 7.6 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「知っていた」は、50 歳代（51.4％）で最も高く、最も低い 29 歳以下（40.3％）とは、11.1 ポイントの差とな

っている。 

２ 調査結果の詳細 

（１）受動喫煙の防止について 

健康増進法の改正を「知っていた」人が 47.6％ 
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◇健康増進法の改正内容の認知度 

≪問１で「１ 知っていた」と答えた方にお聞きします。≫

問１-１ あなたは、健康増進法の改正についてどのような内容か知っていましたか。あてはまるものにい

くつでも○をつけてください。 

【全  体】 健康増進法の改正内容の認知度は、「多数の人が利用する施設の屋内は、原則禁煙になる」が69.8％、

「病院・学校などの施設では、他の施設より規制が厳しく、屋内に喫煙室が設置できない」が 59.1％、「小

規模飲食店では、店によって飲食をしながらたばこを吸える店と吸えない店がある」が 53.8％となっている。 

【性  別】 「病院・学校などの施設では、他の施設より規制が厳しく、屋内に喫煙室が設置できない」、「小規模飲食

店では、店によって飲食をしながらたばこを吸える店と吸えない店がある」、「喫煙室には、たばこの煙を流

出させないための基準が設けられ、基準を満たさない喫煙室は使用できない」は、男性が女性より5.0ポイ

ント以上高くなっている。 

【年代別】 「多数の人が利用する施設の屋内は、原則禁煙になる」は、30 歳代（80.9％）で最も高く、最も低い 70 歳

以上（58.7％）とは、22.2 ポイントの差となっている。 

健康増進法の改正内容のうち、「多数の人が利用する施設の屋内は、原則禁煙になる」を知

っていた人が 69.8％ 
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1,263 69.8 59.1 53.8 35.4 31.7 30.0 24.4 13.6 13.4 6.8 15.5

男性 553 72.5 62.4 57.9 39.2 34.4 32.2 23.1 14.8 15.9 7.1 13.0

女性 703 67.9 56.9 50.6 32.6 29.9 28.4 25.6 12.8 11.4 6.7 17.2

29歳以下 81 70.4 50.6 51.9 28.4 27.2 25.9 27.2 18.5 17.3 8.6 7.4

30～39歳 141 80.9 57.4 61.0 36.9 26.2 31.2 26.2 20.6 12.8 4.3 5.0

40～49歳 214 73.8 60.7 66.4 31.3 24.3 28.5 23.8 17.8 12.1 7.0 6.5

50～59歳 240 74.6 62.9 60.4 37.9 33.8 30.8 29.2 14.6 13.8 7.9 10.4

60～69歳 253 70.0 61.3 51.0 37.9 33.2 29.2 19.8 9.5 9.1 5.9 17.8

70歳以上 329 58.7 56.5 40.4 35.3 37.4 31.3 23.4 9.4 16.4 7.3 29.8

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別
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齢
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◇健康増進法の改正を認知した方法 

問１-２ あなたは、健康増進法の改正またはその内容をどのような方法で知りましたか。あてはまるもの

にいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 健康増進法の改正を認知した方法は、「テレビ」が 75.9％、「新聞・雑誌・書籍」が 49.2％、「広報さっぽろ」

が 16.3％となっている。 

【性  別】 「新聞・雑誌・書籍」、「ラジオ」は、男性が女性より 5.0 ポイント以上高くなっている。また、「知人等からの

口コミ」は、女性で 14.9％と、男性の 9.6％より 5.3 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「新聞・雑誌・書籍」は、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。

健康増進法の改正を「テレビ」で知った人が 75.9％ 
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1,263 75.9 49.2 16.3 12.6 9.9 7.7 7.4 2.6 1.9 1.0 7.3 0.9

男性 553 74.7 56.1 17.0 9.6 11.4 10.5 8.7 3.4 2.5 1.6 7.4 0.4

女性 703 76.7 43.8 15.9 14.9 8.8 5.5 6.4 1.8 1.4 0.4 7.3 1.3

29歳以下 81 67.9 18.5 1.2 23.5 12.3 2.5 21.0 2.5 1.2 - 9.9 1.2

30～39歳 141 71.6 22.0 6.4 17.0 8.5 5.0 18.4 5.0 2.1 1.4 12.8 -

40～49歳 214 71.5 33.6 8.9 18.7 9.8 7.5 8.4 3.3 0.9 0.9 11.7 -

50～59歳 240 75.8 47.9 7.9 10.8 10.0 5.0 10.0 3.8 0.4 0.4 10.8 1.3

60～69歳 253 85.4 54.2 17.8 10.3 8.7 9.1 2.4 0.8 0.8 1.2 3.2 0.4

70歳以上 329 75.1 76.0 34.3 7.0 10.9 11.2 0.6 1.5 4.6 1.2 2.1 1.8

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇喫煙の有無 

問２ あなたは、たばこ（加熱式たばこを含む）を吸いますか。あてはまるものに１つだけ○をつけてくだ

さい。 

※ “吸っている”（「毎日吸っている」＋「毎日ではないが週に 1回以上吸っている」＋「月に 1回から 3 回程度吸っている」） 

【全  体】 喫煙の有無は、「毎日吸っている」が 15.1％、「毎日ではないが週に 1 回以上吸っている」が 0.9％、「月

に 1回から 3 回程度吸っている」が 0.5％、合わせると 16.4％となっている。一方、「以前は吸っていたが、

現在は吸っていない」が 15.5％、「吸わない」が 64.6％、合わせると 80.1％となっている。 

【性  別】  “吸っている”は、男性で 23.7％と、女性の 11.5％より 12.2 ポイント高くなっている。また、 “吸わない”

は、女性で 85.2％と、男性の 72.8％より 12.4 ポイント高くなっている。 

【年代別】  “吸っている”は、50 歳代（24.0％）で最も高く、最も低い 29 歳以下（11.4％）とは、12.6 ポイントの差とな

っている。 

たばこを“吸っている”人が 16.4％ 
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2,653 15.1 0.9 0.5 15.5 64.6 3.5

男性 1,059 22.0 1.0 0.7 22.3 50.5 3.5

女性 1,576 10.3 0.8 0.4 10.9 74.3 3.3

29歳以下 201 9.0 1.0 1.5 3.0 84.6 1.0

30～39歳 305 14.1 0.3 1.0 11.8 71.5 1.3

40～49歳 434 22.1 0.5 0.7 15.4 58.3 3.0

50～59歳 467 22.3 1.7 - 18.4 54.2 3.4

60～69歳 515 16.3 0.4 0.4 18.3 61.9 2.7

70歳以上 716 7.1 1.1 0.3 16.8 69.1 5.6

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢

毎日吸っている

15.1%

毎日ではないが

週に１回以上

吸っている

0.9%

月に１回から３回

程度吸っている

0.5%

以前は吸ってい

たが、現在は

吸っていない

15.5%

吸わない

64.6%

無回答

3.5%

対象者全体(N=2,653)
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◇過去 1年間で喫煙をやめたいと思ったことがあるか否か

≪問２で「１ 毎日吸っている」「２ 毎日ではないが週に１回以上吸っている」「月に１回から３回程度吸

っている」と答えた方にお聞きします。≫

問２-１ あなたは、過去１年間で、喫煙をやめたいと思ったことはありましたか。 

【全  体】 過去 1 年間で喫煙をやめたいと思ったことがあるか否かについて、「やめたいと思ったことがある」が

55.3％、「やめたいと思ったことはない」が 42.0％となっている。 

【性  別】 「やめたいと思ったことはない」は、男性で 44.6％と、女性の 37.6％より 7.0 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「やめたいと思ったことがある」は、60 歳代（61.4％）で最も高く、最も低い 29 歳以下（47.8％）とは、13.6

ポイントの差となっている。

過去１年間で喫煙を「やめたいと思ったことがある」人が 55.3％ 

やめたいと

思ったことが

ある

55.3%

やめたいと

思ったことは

ない

42.0%

無回答

2.8%

対象者全体(N=436)

やめたいと思ったことがある

55.3

54.2

57.5

47.8

51.1

52.5

54.5

61.4

60.7

やめたいと思ったことはない

42.0

44.6

37.6

52.2

44.7

44.6

42.0

37.5

36.1

無回答

2.8

1.2

5.0

0.0

4.3

3.0

3.6

1.1

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

対象者全体（N=436)

男性（N=251)

女性（N=181)

29歳以下(N=23)

30～39歳(N=47)

40～49歳(N=101)

50～59歳(N=112)

60～69歳(N=88)

70歳以上(N=61)

性

別

年
代
別
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◇過去１年間で喫煙をやめたいと思った理由

≪問２－１で 「１ やめたいと思ったことがある」と答えた方にお聞きします。≫

問２-２ あなたが、過去１年間で、喫煙をやめたいと思った理由は何ですか。あてはまるものにいくつで

も○をつけてください。 

【全  体】 過去１年間で喫煙をやめたいと思った理由は、「お金がかかるから」が 66.4％、「たばこを吸える場所が減

って不便だから」が 46.5％、「病気にかかりやすくなるのが心配だから」が 36.1％となっている。 

【性  別】 「お金がかかるから」、「たばこを吸える場所が減って不便だから」、「病気にかかりやすくなるのが心配だ

から」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。また、「体調を崩したり医師に指示されたから」

は、男性で 15.4％と、女性 8.7％より 6.7 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「お金がかかるから」は、年代が上がるにつれて割合が低くなっている。 

過去１年で喫煙をやめたいと思った理由は「お金がかかるから」が 66.4％ 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

対象者全体（N241)

対
象
者
数

お
金
が
か
か
る
か
ら

た
ば
こ
を
吸
え
る
場
所
が

減
っ

て
不
便
だ
か
ら

病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る

の
が
心
配
だ
か
ら

家
族
や
周
り
の
人
の
健
康
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら

周
囲
に
た
ば
こ
が
嫌
い
な
人

が
い
た
か
ら

た
ば
こ
を
吸
う
人
が
減
っ

て

き
た
か
ら

家
族
や
周
り
の
人
に
勧
め
ら

れ
た
か
ら

体
調
を
崩
し
た
り
医
師
に
指

示
さ
れ
た
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

241 66.4 46.5 36.1 32.8 18.7 17.0 16.2 12.4 5.0 2.1

男性 136 61.0 42.6 32.4 34.6 17.6 16.2 16.2 15.4 2.2 2.2

女性 104 74.0 51.0 41.3 29.8 19.2 17.3 15.4 8.7 8.7 1.9

29歳以下 11 100.0 36.4 36.4 36.4 9.1 9.1 18.2 9.1 - -

30～39歳 24 87.5 37.5 20.8 41.7 20.8 16.7 16.7 16.7 4.2 4.2

40～49歳 53 84.9 52.8 41.5 32.1 17.0 17.0 15.1 7.5 5.7 1.9

50～59歳 61 65.6 47.5 44.3 27.9 8.2 14.8 16.4 8.2 8.2 1.6

60～69歳 54 51.9 53.7 22.2 31.5 22.2 20.4 18.5 13.0 1.9 1.9

70歳以上 37 40.5 35.1 45.9 37.8 32.4 18.9 13.5 21.6 5.4 2.7

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇たばこの煙を不快だと思うか否か 

問３ あなたは、周りの人のたばこの煙を不快に思いますか。あてはまるものに１つだけ○をつけてくだ

さい。 

※ “不快に思う”（「不快に思う」＋「どちらかといえば不快に思う」） 

【全  体】 たばこの煙を不快だと思うか否かについて、「不快に思う」が 51.9％、「どちらかといえば不快に思う」が

23.9％、合わせて 75.8％となっている。一方、「どちらかといえば不快に思わない」が 3.8％、「不快に思わ

ない」が 7.5％、合わせて 11.4％となっている。 

【性  別】 “不快に思う”は、女性で 80.6％と、男性の 69.1％より 11.5 ポイント高くなっている。 

【年代別】 “不快に思う”は、30 歳代（77.7％）で最も高く、次いで 60 歳代（76.7％）、70 歳以上（76.3％）となっている。 

たばこの煙を“不快に思う”人が 75.8％ 

対
象
者
数

不
快
に
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
快
に

思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
快
に

思
わ
な
い

不
快
に
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

2,653 51.9 23.9 10.0 3.8 7.5 0.9 1.8

男性 1,059 45.5 23.6 10.9 5.7 11.6 0.7 2.1

女性 1,576 56.3 24.2 9.5 2.6 4.7 1.1 1.5

29歳以下 201 46.8 27.9 12.4 3.5 7.0 2.5 -

30～39歳 305 50.5 27.2 9.8 3.6 7.9 0.3 0.7

40～49歳 434 48.4 26.5 11.1 4.1 8.3 0.5 1.2

50～59歳 467 50.1 25.1 11.6 2.8 8.4 1.3 0.9

60～69歳 515 56.3 20.4 9.5 5.2 7.6 0.2 0.8

70歳以上 716 54.2 22.1 8.2 3.5 6.4 1.4 4.2

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢

不快に思う

51.9%

どちらかといえば

不快に思う

23.9%

どちらとも

いえない

10.0%

どちらかといえば

不快に思わない

3.8%

不快に思わない

7.5%

わからない

0.9%
無回答

1.8%

対象者全体(N=2,653)
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◇健康増進法改正前の受動喫煙にさらされる機会 

問４ あなたは、2020 年４月の健康増進法の改正前、１年以内に受動喫煙にさらされる機会はありました

か。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

【全  体】 健康増進法改正前の受動喫煙にさらされる機会は、「頻繁にあった」が16.4％、「時々あった」が41.4％、

「ほとんどなかった」が 19.7％、「なかった」が 10.6％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 「頻繁にあった」は、29 歳以下（28.9％）で最も高く、次いで 40 歳代（23.5％）、30 歳代（19.0％）となって

いる。 

健康増進法改正前に受動喫煙にさらされる機会が「頻繁にあった」人が 16.4％ 

頻繁にあった

16.4%

時々あった

41.4%

ほとんど

なかった

19.7%

なかった

10.6%

覚えていない

8.4%

無回答

3.5%

対象者全体(N=2,653)

頻繁にあった

16.4

17.7

15.5

28.9

19.0

23.5

18.4

11.8

9.2

時々あった

41.4

42.3

41.2

46.8

48.9

41.2

45.0

43.3

33.8

ほとんどなかった

19.7

18.7

20.2

9.0

15.7

20.7

18.2

23.9

21.5

なかった

10.6

9.3

11.4

5.5

6.9

6.7

9.6

10.9

16.3

覚えていない

8.4

9.1

8.1

10.0

8.5

6.5

7.5

8.2

10.2

無回答

3.5

2.9

3.6

0.0

1.0

1.4

1.3

1.9

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

全体（N=2,653)

男性（N=1,059)

女性（N=1,576)

29歳以下(N=201)

30～39歳(N=305)

40～49歳(N=434)

50～59歳(N=467)

60～69歳(N=515)

70歳以上(N=716)

性

別

年
代
別
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◇健康増進法改正後の受動喫煙にさらされる機会 

≪問４で「１」から「４」のいずれかに〇をつけた方にお聞きします≫

問４-１ 2020 年４月の健康増進法の改正後、あなたが、受動喫煙にさらされる機会に変化はありました

か。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

※ “受動喫煙にさらされる機会が減った”（「受動喫煙にさらされる機会が減った」＋「受動喫煙にさらされる機会が少し減った」） 

【全  体】 健康増進法改正後の受動喫煙にさらされる機会は、「受動喫煙にさらされる機会が増えた」が 2.2％、「受

動喫煙にさらされる機会が少し増えた」が 3.4％、合わせると 5.6％となっている。一方、「受動喫煙にさらさ

れる機会が少し減った」が 23.2％、「受動喫煙にさらされる機会が減った」が 30.4％、合わせると 53.7％と

なっている。なお、「受動喫煙にさらされる機会は変わらない」が 36.8％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 “受動喫煙にさらされる機会が減った”は、70 歳以上（63.9％）で最も高く、次いで 50 歳代（52.1％）、60

歳代（51.8％）となっている。 

健康増進法改正後に“受動喫煙にさらされる機会が減った”人が 53.7％ 

対
象
者
数

受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
機

会
が
増
え
た

受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
機

会
が
少
し
増
え
た

受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
機

会
は
変
わ
ら
な
い

受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
機

会
が
少
し
減
っ

た

受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
機

会
が
減
っ

た

無
回
答

2,337 2.2 3.4 36.8 23.2 30.4 3.9

男性 932 3.0 3.8 36.8 24.2 29.2 3.0

女性 1,391 1.7 3.2 36.8 22.7 31.3 4.2

29歳以下 181 2.8 2.2 45.3 28.2 19.9 1.7

30～39歳 276 1.1 4.0 45.3 27.9 20.7 1.1

40～49歳 400 1.8 3.5 43.8 24.5 25.0 1.5

50～59歳 426 2.1 4.9 40.1 21.8 30.3 0.7

60～69歳 463 3.5 3.5 36.7 20.1 31.7 4.5

70歳以上 579 2.1 2.4 22.8 22.5 41.5 8.8

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

対象者全体

(%)

性
別

年
齢

受動喫煙にさらされる

機会が増えた

2.2%

受動喫煙にさらされる

機会が少し増えた

3.4%

受動喫煙にさらされる

機会は変わらない

36.8%

受動喫煙にさらされる

機会が少し減った

23.2%

受動喫煙にさらされる

機会が減った

30.4%

無回答

3.9%

対象者全体(N=2,337)
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◇受動喫煙の機会が増えたと感じる場所 

≪問４－１で「１ 受動喫煙にさらされる機会が増えた」または「２ 受動喫煙にさらされる機会が少し増

えた」と答えた方にお聞きします。≫

問４-２ あなたが、受動喫煙にさらされる機会が増えたと感じる場所はどこですか。あてはまるものにい

くつでも○をつけてください。 

【全  体】 受動喫煙の機会が増えたと感じる場所は、「路上」が 52.3％、「飲食店」が 39.4％、「職場」が 24.2％とな

っている。 

【性  別】 「路上」は、女性で59.4％と、男性の44.4％より15.0ポイント高くなっている。また、「職場」、「遊技場」は、

男性が女性より 20.0 ポイント以上高くなっている。 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

対象者全体（N=132)

健康増進法改正後に「路上」での受動喫煙の機会が増えたと感じている人が 52.3％ 

対
象
者
数

路
上

飲
食
店

職
場

遊
技
場
（

ゲ
ー

ム
セ
ン

タ
ー
、

パ
チ
ン
コ
、

競
馬
場

な
ど
）

家
庭

子
ど
も
が
利
用
す
る
屋
外
の

空
間
（

公
園
、

通
学
路
な

ど
）

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

132 52.3 39.4 24.2 16.7 15.2 10.6 15.2 1.5 0.8

男性 63 44.4 44.4 34.9 28.6 12.7 12.7 14.3 1.6 -

女性 69 59.4 34.8 14.5 5.8 17.4 8.7 15.9 1.4 1.4

29歳以下 9 55.6 22.2 22.2 11.1 11.1 11.1 11.1 - -

30～39歳 14 64.3 14.3 21.4 - 21.4 14.3 21.4 - -

40～49歳 21 47.6 33.3 19.0 9.5 4.8 14.3 14.3 - 4.8

50～59歳 30 46.7 43.3 16.7 20.0 6.7 10.0 23.3 - -

60～69歳 32 46.9 46.9 34.4 25.0 28.1 9.4 15.6 3.1 -

70歳以上 26 61.5 50.0 26.9 19.2 15.4 7.7 3.8 3.8 -

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇受動喫煙の機会が減ったと感じる場所 

≪問４－１で「４ 受動喫煙にさらされる機会が少し減った」または「５ 受動喫煙にさらされる機会が減

った」と答えた方にお聞きします。≫

問４-３ あなたが、受動喫煙にさらされる機会が減ったと感じる場所はどこですか。あてはまるものにい

くつでも〇をつけてください。 

【全  体】 受動喫煙の機会が減ったと感じる場所は、「飲食店」が 72.9％、「路上」が 36.8％、「職場」が 24.2％とな

っている。 

【性  別】 「飲食店」は、女性で 75.2％と、男性の 69.1％より 6.1 ポイント高くなっている。また、「職場」、「遊技場」

は、男性が女性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「路上」は、70 歳以上（46.8％）で最も高く、次いで 60歳代（38.8％）、30 歳代（32.1％）となっている。 

健康増進法改正後に「飲食店」での受動喫煙の機会が減ったと感じている人が 72.9％ 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

対象者全体（N=1,254)

対
象
者
数

飲
食
店

路
上

職
場

遊
技
場
（

ゲ
ー

ム
セ
ン

タ
ー
、

パ
チ
ン
コ
、

競
馬
場

な
ど
）

子
ど
も
が
利
用
す
る
屋
外
の

空
間
（

公
園
、

通
学
路
な

ど
）

家
庭

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1,254 72.9 36.8 24.2 12.3 10.6 9.3 4.7 1.8 1.8

男性 498 69.1 38.0 31.1 17.7 11.0 7.2 4.8 0.8 1.0

女性 751 75.2 36.0 19.6 8.8 10.4 10.5 4.7 2.5 2.3

29歳以下 87 78.2 24.1 24.1 14.9 5.7 6.9 3.4 3.4 1.1

30～39歳 134 79.9 32.1 29.1 19.4 13.4 5.2 0.7 3.0 2.2

40～49歳 198 83.8 30.3 26.8 15.2 10.6 1.0 4.0 1.5 -

50～59歳 222 79.3 31.5 35.6 12.6 7.2 7.2 2.7 - 1.4

60～69歳 240 68.8 38.8 30.4 14.6 8.8 9.6 4.6 2.5 0.4

70歳以上 370 61.9 46.8 10.3 5.7 14.1 16.8 8.1 1.9 3.8

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇「さっぽろ受動喫煙防止宣言」の中で重要だと思う取り組み 

問５ 「さっぽろ受動喫煙防止宣言」には、市民として実施できるものとして以下の取り組みを例示して

います。あなたは、受動喫煙のないさわやかなまちにするため、どのような取り組みが重要である

と考えますか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 「さっぽろ受動喫煙防止宣言」の中で重要だと思う取り組みは、「子どもや妊婦の近くで喫煙しない」が

73.5％、「子どもや妊婦、患者などの受動喫煙の健康への影響が大きい人に特に配慮する必要があること

を認識する」が 73.4％、「受動喫煙の健康への影響について正しく理解し、自らの健康増進に努めるととも

に家庭や職場、公共の場所などで他の人が受動喫煙にさらされることのないよう配慮する」が68.4％となっ

ている。 

【性  別 】 「公園や通学路など、子どもが多い場所では喫煙しない」、「保護者などは、子どもと同室の空間や子ど

もが同乗する車内では喫煙しない」、「身近な人が禁煙をするときには、禁煙が継続できるよう協力する」

は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「子どもや妊婦の近くで喫煙しない」は、30 歳代（81.3％）で最も高く、最も低い 70 歳以上（66.2％）とは、

15.1 ポイントの差となっている。 
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対象者全体（N=2,653)

「さっぽろ受動喫煙防止宣言」の中で重要だと思う取り組みは「子どもや妊婦の近くで喫

煙しない」が 73.5％ 

対
象
者
数

子
ど
も
や
妊
婦
の
近
く
で
喫
煙
し
な
い

子
ど
も
や
妊
婦
、

患
者
な
ど
の
受
動
喫
煙
の

健
康
へ
の
影
響
が
大
き
い
人
に
特
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る

受
動
喫
煙
の
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、

自
ら
の
健
康
増
進
に
努
め
る
と

と
も
に
家
庭
や
職
場
、

公
共
の
場
所
な
ど
で

他
の
人
が
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
配
慮
す
る

人
通
り
の
多
い
場
所
や
人
が
多
く
集
ま
る
場

所
で
は
、

受
動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う

配
慮
す
る

公
園
や
通
学
路
な
ど
、

子
ど
も
が
多
い
場
所

で
は
喫
煙
し
な
い

職
場
で
は
、

事
業
者
な
ど
の
施
設
管
理
者
が

決
め
た
施
設
内
で
の
喫
煙
行
為
に
関
す
る

ル
ー

ル
を
守
る

保
護
者
な
ど
は
、

子
ど
も
と
同
室
の
空
間
や

子
ど
も
が
同
乗
す
る
車
内
で
は
喫
煙
し
な
い

子
ど
も
や
妊
婦
を
、

喫
煙
で
き
る
場
所
に
立

ち
入
ら
せ
な
い

身
近
な
人
が
禁
煙
を
す
る
と
き
に
は
、

禁
煙

が
継
続
で
き
る
よ
う
協
力
す
る

重
要
だ
と
思
う
取
り
組
み
は
な
い

無
回
答

2,653 73.5 73.4 68.4 67.1 65.7 63.1 61.8 44.3 36.8 1.3 4.2

男性 1,059 71.1 70.6 66.3 64.5 62.8 62.5 58.5 43.0 32.1 2.1 4.8

女性 1,576 75.5 75.5 70.2 69.2 68.1 63.8 64.3 45.6 40.0 0.7 3.5

29歳以下 201 78.1 74.6 59.2 63.7 64.2 57.2 54.7 35.8 37.8 2.0 0.5

30～39歳 305 81.3 78.0 59.3 69.8 72.1 65.6 60.3 47.2 35.7 0.7 0.7

40～49歳 434 77.6 73.7 64.3 70.5 69.8 67.7 60.8 47.0 33.9 2.3 1.6

50～59歳 467 76.0 75.2 75.6 74.9 69.2 73.4 69.2 52.7 42.4 0.9 2.1

60～69歳 515 72.2 73.4 70.9 66.4 65.2 65.0 62.9 42.1 35.3 1.0 4.1

70歳以上 716 66.2 70.3 71.2 60.6 59.6 53.1 59.8 40.5 36.0 1.1 9.4

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇家庭で行っている災害対策 

問６ あなたのご家庭では、地震などの災害に備えてどのような対策をしていますか。あてはまるものに

いくつでも○をつけてください。 

【全  体】 家庭で行っている災害対策は、「備蓄品や非常持ち出し品の用意」が 49.8％、「避難方法や最寄りの避

難場所の確認」が 43.5％、「ハザードマップの確認」が 39.7％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 「避難方法や最寄りの避難場所の確認」は、70歳以上（50.3％）で最も高く、最も低い29歳以下（29.4％）

とは、20.9 ポイントの差となっている。また、「ハザードマップの確認」は、年代が上がるにつれて割合が高

くなっている。

（２）災害への備えについて 

0%

10%

20%

30%
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60%

対象者全体（N=2,653)

家庭で行っている災害対策は「備蓄品や非常持ち出し品の用意」が 49.8％ 

対
象
者
数

備
蓄
品
や
非
常
持
ち
出
し
品

の
用
意

避
難
方
法
や
最
寄
り
の
避
難

場
所
の
確
認

ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
の
確
認

家
具
の
固
定
や
配
置
の
工
夫

災
害
時
の
心
得
や
知
識
の
習

得 家
族
間
で
の
連
絡
方
法
や
集

合
場
所
な
ど
の
共
有

災
害
関
連
の
保
険
へ
の
加
入

親
戚
や
知
人
宅
へ
の
避
難
の

相
談

家
屋
や
塀
な
ど
の
補
強

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

無
回
答

2,653 49.8 43.5 39.7 37.9 26.7 25.7 20.5 3.5 3.4 1.0 15.5 3.5

男性 1,059 47.1 40.8 40.9 38.3 26.8 22.9 18.6 3.2 4.3 1.0 16.1 4.1

女性 1,576 51.8 45.4 38.9 37.8 26.8 27.7 21.6 3.7 2.7 1.0 15.2 3.0

29歳以下 201 40.8 29.4 18.9 24.9 20.9 14.9 11.4 2.0 1.5 - 30.3 1.5

30～39歳 305 56.1 36.1 34.4 30.8 25.2 19.0 18.0 4.6 2.3 0.3 17.0 0.7

40～49歳 434 53.7 39.9 36.9 36.6 30.6 30.0 20.0 3.5 3.0 0.5 14.5 1.6

50～59歳 467 52.5 45.8 40.7 39.0 28.7 30.0 24.6 2.6 3.2 1.3 14.6 1.5

60～69歳 515 48.0 44.9 44.3 42.1 21.7 25.6 20.6 3.3 3.3 0.8 14.6 2.9

70歳以上 716 46.9 50.3 45.5 41.9 29.1 26.4 21.1 4.2 4.7 1.8 12.7 8.0

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇防災訓練や防災講演会への参加の有無 

問７ あなたは、過去３年間で、町内会やマンションの管理組合、札幌市などが実施する防災訓練や防災

講演会などの防災に関する事業に参加したことがありますか。 

【全  体】 防災訓練や防災講演会への参加の有無は、「参加したことがある」が 13.4％、「参加したことがない」が

83.2％となっている。 

【性  別】 「参加したことがある」は、男性で 16.7％と、女性の 11.1％より 5.6 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「参加したことがある」は、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。

過去３年間で、防災訓練や防災講演会に「参加したことがある」人は 13.4％ 

参加したこと

がある

13.4%

参加したことがない

83.2%

無回答

3.4%

対象者全体(N=2,653)

参加したことがある

13.4

16.7

11.1

3.0

5.6

6.7

11.3

15.5

23.6

参加したことがない

83.2

80.6

85.2

93.0

92.1

89.6

85.4

81.9

72.5

無回答

3.4

2.6

3.7

4.0

2.3

3.7

3.2

2.5

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

対象者全体（N=2,653)

男性（N=1,059)

女性（N=1,576)

29歳以下(N=201)

30～39歳(N=305)

40～49歳(N=434)

50～59歳(N=467)

60～69歳(N=515)

70歳以上(N=716)

性

別

年
代
別
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◇防災訓練や防災講演会参加後の行動 

≪問７で「１ 参加したことがある」と答えた方にお聞きします。≫ 

問７-１ あなたは、過去３年間で、防災訓練や防災講演会などの防災に関する事業に参加した後、災害に

備えてどのような行動を取りましたか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

【全  体】 防災訓練や防災講演会参加後の行動は、「備えをしていなかったため、新たな備えをした」が 18.3％、 

「もともと備えをしていて、新たな備えを追加した」が 27.5％となっている。また、「もともと備えをしていて、 

特に何もしなかった」が 25.3％、「特に何もしなかった」が 25.8％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。

備えをしていな

かったため、

新たな備えをした

18.3

18.6

17.7

0.0

29.4

13.8

17.0

23.8

16.0

もともと備えをして

いて、新たな備えを

追加した

27.5

27.7

26.9

33.3

17.6

41.4

41.5

17.5

26.6

もともと備えを

していて、特に

何もしなかった

25.3

26.6

24.6

33.3

35.3

10.3

17.0

30.0

26.6

特に何もしなかった

25.8

24.3

27.4

33.3

17.6

34.5

22.6

27.5

25.4

無回答

3.1

2.8

3.4

0.0

0.0

0.0

1.9

1.3

5.3

［凡例］

対象者全体（N=356)

男性（N=177)

女性（N=175)

29歳以下(N=6)

30～39歳(N=17)

40～49歳(N=29)

50～59歳(N=53)

60～69歳(N=80)

70歳以上(N=169)

性

別

年
代
別

防災訓練や防災講演会参加後の行動は「備えをしていなかったため、新たな備えをした」

が 18.3％ 

備えをしていな

かったため、新た

な備えをした

18.3%

もともと備えをし

ていて、新たな備

えを追加した

27.5%

もともと備えをしていて、

特に何もしなかった

25.3%

特に何もしなかった

25.8%

無回答

3.1%
対象者全体(N=356)
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◇防災訓練や防災講演会参加後に新たに行った備え 

≪問７－１で「１ 備えをしていなかったため、新たな備えをした」または「２ もともと備えをしてい

て、新たな備えを追加した」と答えた方にお聞きします。≫ 

問７-２ あなたは、新たにどのような備えをしましたか。あてはまるものにいくつでも○をつけてくださ

い。 

【全  体】 防災訓練や防災講演会参加後に新たに行った備えは、「備蓄品や非常持ち出し品の用意」が 66.3％、

「避難方法や最寄りの避難場所の確認」が 42.3％、「ハザードマップの確認」が 41.7％となっている。 

【性  別】 「避難方法や最寄りの避難場所の確認」、「家具の固定や配置の工夫」、「家屋や塀などの補強」は、男

性が女性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 
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対象者全体（N=163)

防災訓練や防災講演会参加後に新たに行った備えは「備蓄品や非常持ち出し品の用意」が

66.3％ 

対
象
者
数

備
蓄
品
や
非
常
持
ち
出
し
品

の
用
意

避
難
方
法
や
最
寄
り
の
避
難

場
所
の
確
認

ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
の
確
認

災
害
時
の
心
得
や
知
識
の
習

得 家
具
の
固
定
や
配
置
の
工
夫

家
族
間
で
の
連
絡
方
法
や
集

合
場
所
な
ど
の
共
有

災
害
関
連
の
保
険
へ
の
加
入

家
屋
や
塀
な
ど
の
補
強

親
戚
や
知
人
宅
へ
の
避
難
の

相
談

そ
の
他

無
回
答

163 66.3 42.3 41.7 36.8 30.1 23.9 12.3 4.3 3.7 4.3 0.6

男性 82 64.6 45.1 42.7 37.8 34.1 23.2 13.4 7.3 6.1 4.9 -

女性 78 69.2 38.5 41.0 35.9 25.6 25.6 10.3 1.3 1.3 3.8 1.3

29歳以下 2 - 50.0 50.0 50.0 - 50.0 50.0 - - - -

30～39歳 8 50.0 37.5 25.0 12.5 25.0 12.5 - 12.5 - - -

40～49歳 16 87.5 37.5 31.3 37.5 31.3 25.0 6.3 6.3 6.3 - -

50～59歳 31 67.7 32.3 32.3 16.1 19.4 22.6 6.5 3.2 - 9.7 -

60～69歳 33 57.6 36.4 51.5 54.5 21.2 24.2 12.1 3.0 3.0 3.0 -

70歳以上 72 68.1 50.0 44.4 38.9 38.9 25.0 16.7 4.2 5.6 4.2 1.4

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇防災訓練や防災講演会参加後に行動をしなかった理由 

≪問７－１で「３ もともと備えをしていて、特に何もしなかった」または「４ 特に何もしなかった」と

答えた方にお聞きします。≫ 

問７-３ あなたが、特に何も備えをしなかった理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけて

ください。 

【全  体】 防災訓練や防災講演会参加後に行動しなかった理由は、「今のままでなんとかなると思うから」が 44.0％、

「すでに十分な備えをしていると思ったから」が 26.9％、「お金がかかるから」が 11.5％となっている。 

【性  別】 「すでに十分な備えをしていると思ったから」は、男性で 38.9％と、女性の 15.4％より 23.5 ポイント高くな

っている。また、「お金がかかるから」、「何を備えるべきか分からないから」は、女性が男性より 5.0 ポイント

以上高くなっている。 
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対象者全体（N=182)

防災訓練や防災講演会に参加後に特に何もしなかった理由は「今のままでなんとかなると

思うから」が 44.0％ 

対
象
者
数

今
の
ま
ま
で
な
ん
と
か
な
る

と
思
う
か
ら

す
で
に
十
分
な
備
え
を
し
て

い
る
と
思
っ

た
か
ら

お
金
が
か
か
る
か
ら

面
倒
だ
か
ら

何
を
備
え
る
べ
き
か
分
か
ら

な
い
か
ら

備
品
等
を
置
く
ス
ペ
ー

ス
が

な
い
か
ら

必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
か

ら 災
害
が
起
こ
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
か
ら

時
間
が
な
い
か
ら

周
囲
に
災
害
に
備
え
て
い
る

人
が
い
な
い
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

182 44.0 26.9 11.5 7.7 7.1 6.0 4.9 3.8 1.1 1.1 8.2 6.0 6.0

男性 90 42.2 38.9 8.9 5.6 3.3 4.4 6.7 3.3 1.1 2.2 4.4 7.8 5.6

女性 91 45.1 15.4 14.3 9.9 11.0 7.7 3.3 4.4 1.1 - 12.1 4.4 6.6

29歳以下 4 25.0 25.0 - 25.0 - 25.0 - - 25.0 - 25.0 25.0 -

30～39歳 9 11.1 33.3 11.1 33.3 - 22.2 - - - - 11.1 11.1 11.1

40～49歳 13 30.8 7.7 7.7 7.7 7.7 15.4 7.7 - 7.7 - 15.4 7.7 -

50～59歳 21 33.3 33.3 19.0 4.8 19.0 4.8 9.5 - - - 14.3 4.8 -

60～69歳 46 47.8 23.9 15.2 8.7 4.3 6.5 6.5 - - - 4.3 6.5 6.5

70歳以上 88 51.1 28.4 9.1 4.5 6.8 2.3 3.4 8.0 - 2.3 6.8 4.5 8.0

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇今後の防災訓練や防災講演会への参加意向 

問８ あなたは今後、町内会やマンションの管理組合、札幌市などが実施する防災訓練や防災講演会など

の防災に関する事業に参加しようと思いますか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

※“参加しようと思う”（「必ず参加しようと思う」＋「できるだけ参加しようと思う」） 

【全  体】 今後の防災訓練や防災講演会への参加意向は、「必ず参加しようと思う」が 3.9％、「できるだけ参加しよ

うと思う」が 46.5％、合わせると 50.4％となっている。一方、「あまり参加しようと思わない」が 33.4％、「参加

しようと思わない」が 14.1％、合わせると 47.5％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 “参加しようと思う” は、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。

今後、防災訓練や防災講演会へ“参加しようと思う”人は 50.4％ 
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［凡例］

対象者全体（N=2,653)

男性（N=1,059)

女性（N=1,576)

29歳以下(N=201)

30～39歳(N=305)

40～49歳(N=434)

50～59歳(N=467)

60～69歳(N=515)

70歳以上(N=716)

性

別

年
代
別
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◇防災訓練や防災講演会に参加しようと思う理由 

≪問８で「１ 必ず参加しようと思う」または「２ できるだけ参加しようと思う」と答えた方にお聞きしま

す。≫ 

問８-１ あなたが参加しようと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

【全  体】 防災訓練や防災講演会に参加しようと思う理由は、「防災に必要な知識を身につけたいから」が 81.2％、

「災害が起こる可能性が高いと感じるから」が 49.1％、「災害発生時の感染症対策について不安を感じて

いるから」が 29.7％となっている。 

【性  別】 「災害発生時の感染症対策について不安を感じているから」は、女性で 31.7％と、男性の 26.4％より 5.3

ポイント高くなっている。また、「防災に取り組もうという意欲が高まるから」は、男性で 26.9％と、女性の

21.6％より 5.3 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「防災に必要な知識を身につけたいから」は、30 歳代（85.6％）で最も高く、次いで 40 歳代（82.3％）、70

歳以上（81.6％）となっている。
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対象者全体（N=1,337)

防災訓練や防災講演会に参加しようと思う理由は「防災に必要な知識を身につけたいか

ら」が 81.2％ 

対
象
者
数

防
災
に
必
要
な
知
識
を
身
に

つ
け
た
い
か
ら

災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
高

い
と
感
じ
る
か
ら

災
害
発
生
時
の
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い

る
か
ら

防
災
に
取
り
組
も
う
と
い
う

意
欲
が
高
ま
る
か
ら

防
災
の
担
当
を
し
て
い
る
な

ど
、

参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら

参
加
す
る
こ
と
が
楽
し
い
か

ら そ
の
他

無
回
答

1,337 81.2 49.1 29.7 23.7 3.4 1.0 4.0 0.5

男性 527 79.5 46.7 26.4 26.9 6.3 0.9 3.4 0.4

女性 805 82.2 50.7 31.7 21.6 1.5 1.0 4.3 0.6

29歳以下 66 80.3 51.5 25.8 22.7 4.5 1.5 3.0 -

30～39歳 104 85.6 48.1 26.9 23.1 - 2.9 7.7 -

40～49歳 181 82.3 53.0 23.2 23.8 3.9 1.7 2.2 -

50～59歳 226 77.9 46.5 24.8 20.4 2.2 0.9 4.4 0.4

60～69歳 290 81.4 55.9 29.3 24.5 3.4 0.3 4.1 0.7

70歳以上 467 81.6 44.1 35.5 25.1 4.3 0.6 3.6 0.9

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇防災訓練や防災講演会に参加しようと思わない理由 

≪問８で「３ あまり参加しようと思わない」または「４ 参加しようと思わない」と答えた方にお聞きし

ます。≫ 

問８-２ あなたが参加しようと思わない理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてくださ

い。

【全  体】 防災訓練や防災講演会に参加しようと思わない理由は、「時間がとれないから」が 42.7％、「感染症のリス

クを避けるため、人の集まる場所に行きたくないから」が 39.9％、「長時間拘束されるのが大変だから」が

26.7％となっている。 

【性  別】 「感染症のリスクを避けるため、人の集まる場所に行きたくないから」、「1 人では参加しにくいから」、「会

場まで行くのが大変だから」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。また、「役に立つ情報が

得られると思えないから」は、男性で 12.8％と、女性の 5.9％より 6.9 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「感染症のリスクを避けるため、人の集まる場所に行きたくないから」は、50歳代（44.0％）で最も高く、最も

低い 29 歳以下（29.3％）とは、14.7 ポイントの差となっている。
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対象者全体（N=1,260)

防災訓練や防災講演会に参加しようと思わない理由は「時間がとれないから」が 42.7％ 

対
象
者
数

時
間
が
と
れ
な
い
か
ら

感
染
症
の
リ
ス
ク
を
避
け
る

た
め
、

人
の
集
ま
る
場
所
に

行
き
た
く
な
い
か
ら

長
時
間
拘
束
さ
れ
る
の
が
大

変
だ
か
ら

１
人
で
は
参
加
し
に
く
い
か

ら 開
催
さ
れ
る
日
時
や
場
所
が

わ
か
ら
な
い
か
ら

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
や
本
な
ど

で
す
で
に
必
要
な
情
報
を
得

て
い
る
か
ら

参
加
で
き
る
時
間
に
実
施
さ

れ
て
い
な
い
か
ら

会
場
ま
で
行
く
の
が
大
変
だ

か
ら

役
に
立
つ
情
報
が
得
ら
れ
る

と
思
え
な
い
か
ら

興
味
・
関
心
が
な
い
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

1,260 42.7 39.9 26.7 23.0 21.8 18.8 16.0 14.0 8.7 6.7 6.7 3.3 2.0

男性 516 41.7 35.5 28.1 14.7 22.7 20.7 17.1 10.9 12.8 8.9 6.8 3.9 1.7

女性 735 43.5 43.1 25.6 28.6 21.4 17.4 15.4 15.9 5.9 5.2 6.5 3.0 2.0

29歳以下 133 55.6 29.3 31.6 35.3 36.1 12.8 13.5 18.8 6.8 14.3 3.0 2.3 -

30～39歳 197 56.9 40.1 32.0 31.0 24.9 26.4 19.8 14.7 7.6 5.6 3.0 2.0 0.5

40～49歳 246 57.7 35.4 32.5 15.0 24.4 22.0 20.3 9.3 9.3 8.5 6.5 1.6 0.8

50～59歳 234 52.6 44.0 23.5 20.5 18.4 18.4 17.1 7.7 10.7 5.1 6.8 1.7 0.9

60～69歳 221 27.6 43.9 20.4 23.5 20.8 19.0 16.7 9.5 11.3 7.2 6.3 3.6 1.4

70歳以上 220 10.5 42.7 21.8 18.6 12.7 11.8 7.7 26.4 5.5 2.3 12.7 8.6 7.3

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇防災に関するハザードマップやパンフレットで読んだことがあるもの 

問９ あなたは、札幌市が作成している防災に関するハザードマップやパンフレットを読んだことがあり

ますか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。 

【全  体】 防災に関するハザードマップやパンフレットで読んだことがあるものは、「札幌市洪水ハザードマップ」が

58.5％、「地震防災マップ」が 51.8％、「さっぽろ防災ハンドブック」が 20.5％となっている。 

【性  別】 「さっぽろ防災ハンドブック」は、女性で 24.0％と、男性の 15.3％より 8.7 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「札幌市洪水ハザードマップ」は、40歳代（68.0％）で最も高く、最も低い29歳以下（38.8％）とは、29.2ポ

イントの差となっている。また、「地震防災マップ」は、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。 
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対象者全体（N=2,653)

「札幌市洪水ハザードマップ」を読んだことがある人は 58.5％ 

対
象
者
数

札
幌
市
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ

プ 地
震
防
災
マ
ッ

プ

さ
っ

ぽ
ろ
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク 土
砂
災
害
避
難
地
図

札
幌
市
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ

プ 自
主
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル

マ
ン
シ
ョ

ン
の
防
災
力

地
区
防
災
計
画
作
成
事
例
集

企
業
防
災
の
す
す
め

そ
の
他

読
ん
だ
こ
と
が
な
い

無
回
答

2,653 58.5 51.8 20.5 17.5 12.6 5.3 2.9 1.0 0.5 1.1 18.6 2.8

男性 1,059 58.8 50.5 15.3 17.1 11.8 5.8 2.7 1.1 0.7 1.2 20.8 2.4

女性 1,576 58.5 52.9 24.0 17.8 13.1 5.0 3.0 0.9 0.4 1.0 17.1 2.8

29歳以下 201 38.8 35.3 10.0 12.4 14.9 2.5 1.0 0.5 1.5 - 44.3 1.5

30～39歳 305 58.4 45.6 21.3 16.4 16.1 3.3 1.3 1.3 0.3 0.7 24.9 0.7

40～49歳 434 68.0 48.8 20.3 17.7 19.6 4.1 2.1 0.2 0.9 0.5 16.4 0.7

50～59歳 467 63.6 52.5 19.3 20.3 10.9 3.6 2.6 0.2 0.2 1.1 19.9 0.6

60～69歳 515 63.5 53.8 20.6 16.3 10.1 5.6 3.3 1.0 0.4 0.8 15.0 1.4

70歳以上 716 51.7 59.4 23.9 18.2 8.7 8.5 4.7 2.0 0.3 2.1 11.6 7.4

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇防災全般に関して興味・関心のある情報 

問１０ あなたが、防災全般について興味・関心があるのはどのような情報ですか。あてはまるものにい

くつでも〇をつけてください。 

【全  体】 防災全般に関して興味・関心のある情報は、「避難場所や避難経路」が 67.2％、「緊急時の問い合わせ

先」が 51.3％、「住んでいる地域の過去の災害事例」が 42.5％となっている。 

【性  別】 「避難場所や避難経路」、「緊急時の問い合わせ先」、「備蓄品や非常持ち出し品に関する情報」、「災害

発生時の感染症対策に関する情報」は、女性が男性より 5.0ポイント以上高くなっている。また、「住んでい

る地域の過去の災害事例」は、男性で 48.9％と、女性の 38.4％より 10.5 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「備蓄品や非常持ち出し品に関する情報」は、30 歳代（57.4％）で最も高く、最も低い 60 歳代（34.4％）と

は、23.0 ポイントの差となっている。

防災全般に関して興味・関心のある情報は「避難場所や避難経路」が 67.2％ 
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災
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時
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す
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情
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災
害
時
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必
要
と
な
る
気
象

や
雨
量
な
ど
に
関
す
る
知
識

地
域
の
防
災
訓
練
や
防
災
講

演
会
に
関
す
る
情
報

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

2,653 67.2 51.3 42.5 41.5 33.9 32.1 8.8 2.1 4.2 2.3

男性 1,059 64.4 44.5 48.9 33.3 28.0 33.3 8.7 2.1 5.9 2.3

女性 1,576 69.4 55.9 38.4 47.2 37.9 31.4 8.9 2.1 3.0 2.2

29歳以下 201 67.7 44.3 33.8 53.2 26.9 28.4 4.0 1.0 9.0 1.0

30～39歳 305 72.1 48.2 42.0 57.4 35.7 23.3 6.9 2.6 4.6 0.7

40～49歳 434 70.5 47.2 50.7 43.5 32.5 32.3 6.2 2.5 4.4 0.7

50～59歳 467 71.7 59.7 48.4 40.7 31.9 31.9 8.1 2.4 3.6 1.3

60～69歳 515 64.5 51.7 40.0 34.4 37.9 34.6 9.3 1.6 2.7 1.2

70歳以上 716 62.4 51.4 38.4 36.2 34.4 35.5 12.6 2.1 3.9 5.6

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇サッポロスマイルロゴを見たことの有無 

問１１ あなたは、「笑顔になれる街」札幌をイメージした「サッポロスマイルロゴ」を見たことがありま

すか。 

【全  体】 サッポロスマイルロゴを、「見たことがある」が 71.2％、「見たことがない」が 22.0％となっている。 

【性  別】 「見たことがない」は、男性で 25.5％と、女性の 19.4％より 6.1 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「見たことがある」は、30 歳代（89.8％）で最も高く、次いで 29 歳以下（86.6％）、40 歳代（81.3％）となっ

ている。 

（３）シティプロモートの推進について 

サッポロスマイルロゴを「見たことがある」人は 71.2％ 

見たことがある

71.2%
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22.0%

無回答
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◇サッポロスマイルロゴを見たことがある媒体や場所 

≪問１１でで「１ 見たことがある」と答えた方にお聞きします。≫ 

問１１-１ 「サッポロスマイルロゴ」は以下のようなものに使われています。あなたが見たことのあるも

のにいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 サッポロスマイルロゴを見たことがある媒体や場所は、「札幌市のチラシ･パンフレット・封筒など」が79.5％、

「地下鉄やバスなど公共交通機関」が 58.1％、「市役所や区役所など公共施設」が 46.3％となっている。 

【性  別】 「市役所や区役所など公共施設」は、男性で 49.8％と、女性の 44.1％より 5.7 ポイント高くなっている。ま

た、「家庭用指定ごみ袋」は、女性で 45.6％と、男性の 38.1％より 7.5 ポイント高くなっている。 

【年代別】 29 歳以下では「地下鉄やバスなど公共交通機関」が、30 歳以上では「札幌市のチラシ・パンフレット・封

筒など」が最も高くなっている。また、「地下鉄やバスなど公共交通機関」は、年代が上がるにつれて割合

が低くなっている。 
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対象者全体（N=1,888)

「札幌市のチラシ・パンフレット・封筒など」でサッポロスマイルロゴを見たことがある

人は 79.5％ 
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ッ
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ど
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サ
ッ
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ロ
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イ
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ッ
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民
間
企
業
の
施
設
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商
品
や

サ
ー

ビ
ス
な
ど

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
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な

ど 札
幌
ド
ー

ム
の
フ
ェ

ン
ス
や

観
客
席
な
ど

敬
老
優
待
乗
車
証
（

敬
老
パ

ス
）

そ
の
他

無
回
答

1,888 79.5 58.1 46.3 42.6 22.0 18.2 16.8 15.4 13.4 12.1 2.6 0.7

男性 729 81.6 56.0 49.8 38.1 21.1 17.7 16.0 15.5 15.1 12.8 2.5 0.7

女性 1,154 78.2 59.5 44.1 45.6 22.6 18.5 17.2 15.3 12.4 11.7 2.7 0.8

29歳以下 174 65.5 76.4 51.1 41.4 34.5 12.6 23.0 22.4 21.8 1.1 1.7 -

30～39歳 274 77.0 68.2 52.6 42.3 27.4 19.7 24.5 23.0 17.2 2.9 4.0 0.4

40～49歳 353 75.9 61.5 50.1 40.5 22.4 17.6 17.3 18.4 17.3 1.4 2.5 0.6

50～59歳 370 81.9 60.3 44.3 41.9 20.3 19.7 15.9 18.9 12.7 2.2 1.6 0.3

60～69歳 333 83.8 48.6 42.6 39.6 16.5 20.7 12.9 10.2 6.3 3.6 3.0 0.9

70歳以上 382 85.1 45.5 41.4 48.7 18.6 16.5 12.3 5.0 10.2 50.5 2.6 1.8

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇サッポロスマイルロゴに込められた意味の認知度 

問１１-２ あなたは、「サッポロスマイルロゴ（SAPP RO）」は、笑顔を表現したもので、市民だけではな

く、札幌を訪れる人も「笑顔になれる街」という意味が込められていることを知っていました

か。 

【全  体】 サッポロスマイルロゴに込められた意味の認知度は、「知っていた」が 19.3％、「知らなかった」が 80.1％と

なっている。 

【性  別】 「知っていた」は、男性で 24.1％と、女性の 16.2％より 7.9 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「知っていた」は、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。 

サッポロスマイルロゴに「笑顔になれる街」という意味が込められていることを「知って

いた」人は 19.3％ 
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［凡例］

対象者全体（N=1,888)

男性（N=729)

女性（N=1,154)

29歳以下(N=174)

30～39歳(N=274)

40～49歳(N=353)

50～59歳(N=370)

60～69歳(N=333)

70歳以上(N=382)

性

別

年
代
別
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◇札幌のどのようなところに魅力を感じるか 

問１２ あなたは、札幌のどのような部分に魅力を感じていますか。あてはまるものにいくつでも○をつ

けてください。 

【全  体】 札幌の魅力は、「都市でありながら豊かな自然を満喫できる自然環境」が 72.6％、「全道各地から集まる

おいしい食べ物」が 62.8％、「はっきりとした四季や冷涼な気候」が 61.6％となっている。 

【性  別】 「全道各地から集まるおいしい食べ物」、「四季折々一年を通して開催されるさまざまなイベント」は、女

性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 39 歳以下では「全道各地から集まるおいしい食べ物」が、40 歳以上では「都市でありながら豊かな自然

を満喫できる自然環境」が最も高くなっている。また、「スキーやスノーボードをはじめとする冬のスポーツ

文化」は、年代が上がるにつれて割合が低くなっている。 

0%

20%

40%

60%

80%

対象者全体（N=2,653)

札幌の魅力は「都市でありながら豊かな自然を満喫できる自然環境」が 72.6％ 

対

象

者

数

都

市

で

あ

り

な

が

ら

豊

か

な

自

然

を

満

喫

で

き

る

自

然

環

境

全

道

各

地

か

ら

集

ま

る

お

い

し

い

食

べ

物

は

っ

き

り

と

し

た

四

季

や

冷

涼

な

気

候 充

実

し

た

公

共

交

通

機

関

や

多

彩

な

商

業

施

設

な

ど

、

快

適

な

生

活

を

楽

し

む

こ

と

が

で

き

る

都

市

環

境

四

季

折

々

一

年

を

通

し

て

開

催

さ

れ

る

さ

ま

ざ

ま

な

イ

ベ

ン

ト

ス

キ

ー

や

ス

ノ

ー

ボ

ー

ド

を

は

じ

め

と

す

る

冬

の

ス

ポ

ー

ツ

文

化

野

球

や

サ

ッ

カ

ー

な

ど

の

ス

ポ

ー

ツ

観

戦

、

ク

ラ

ッ

シ

ッ

ク

な

ど

の

音

楽

鑑

賞

や

観

劇

な

ど

多

彩

な

娯

楽

漠

然

と

魅

力

を

感

じ

る

が

、

具

体

的

に

は

思

い

つ

か

な

い

そ

の

他

札

幌

に

魅

力

が

あ

る

と

思

わ

な

い

無

回

答

2,653 72.6 62.8 61.6 43.6 38.1 29.7 28.6 5.4 1.9 1.7 2.6

男性 1,059 72.2 56.8 60.4 41.2 33.9 29.3 28.4 6.1 1.2 2.2 2.8

女性 1,576 73.2 67.1 62.5 45.2 41.1 30.1 28.7 4.9 2.3 1.3 2.2

29歳以下 201 62.7 76.1 43.3 40.3 41.8 37.3 26.4 2.0 2.5 2.5 2.5

30～39歳 305 69.2 74.8 54.1 43.3 39.0 35.4 21.3 3.9 2.6 1.6 -

40～49歳 434 71.7 67.3 58.3 41.0 32.9 35.3 25.3 6.2 1.6 2.5 0.7

50～59歳 467 76.7 69.4 66.4 46.5 41.8 30.4 33.4 5.1 1.5 0.9 1.9

60～69歳 515 73.8 59.4 66.2 42.9 35.9 25.8 28.5 3.7 1.4 2.1 2.1

70歳以上 716 74.6 49.7 65.8 45.0 39.2 24.3 31.1 8.0 2.1 1.0 5.3

1,888 76.1 67.5 63.4 44.5 40.3 33.4 30.6 4.2 1.8 1.2 1.6

584 64.6 49.3 57.5 41.6 31.0 18.7 22.4 9.8 2.2 3.6 2.2

対象者対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者対象者全体の値と比較し10％以上低い

問11 サッポロスマイルロゴ

 を見たことがある

問11 サッポロスマイルロゴ

 を見たことがない

(%)

対象者全体

性

別

年

齢
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◇札幌の魅力を知人や友人などに伝えたり、広めたりしたいと思うか否か 

≪問１２で「１」から「９」のいずれかに○をつけた方にお聞きします。≫ 

問１２－１ あなたは、おいしい食べ物や豊かな自然、四季折々のイベントなどの札幌の魅力に関して、

知人・友人などに伝えたり、広めたりしたいと思いますか。あてはまるものに１つだけ○を

つけてください。

※ “そう思う”（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」） 

【全  体】 札幌の魅力を知人や友人などに伝えたり、広めたいと思うかについて、「そう思う」が 37.5％、「どちらかと

いえば、そう思う」が 42.4％、合わせると 80.0％となっている。一方、「どちらかといえば、そう思わない」が

6.1％、「そう思わない」が 4.9％、合わせると 10.9％となっている。 

【性  別】 “そう思う”は、女性で 83.1％と、男性の 75.3％より 7.8 ポイント高くなっている。 

【年代別】 “そう思う”は、30歳代（84.7％）で最も高く、次いで 40歳代（84.3％）、50 歳代（83.3％）となっている。

札幌の魅力を伝えたり、広めたいと思うかについて“そう思う”人が 80.0％ 

そう思う

37.5%

どちらかといえば、

そう思う

42.4%

どちらかといえば、

そう思わない

6.1%

そう思わない

4.9%

わからない

7.8%

無回答

1.3%

対象者全体(N=2,539)

対

象

者

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

、

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

、

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

2,539 37.5 42.4 6.1 4.9 7.8 1.3

男性 1,006 34.4 41.0 7.6 7.4 8.3 1.4

女性 1,521 39.6 43.5 5.1 3.2 7.3 1.3

29歳以下 191 44.5 38.2 5.2 5.8 6.3 0.0

30～39歳 300 40.7 44.0 7.0 4.3 4.0 0.0

40～49歳 420 35.7 48.6 6.2 3.3 5.5 0.7

50～59歳 454 37.4 45.8 4.6 4.6 6.2 1.3

60～69歳 493 36.1 42.6 7.5 5.3 8.3 0.2

70歳以上 671 36.7 36.8 5.8 5.4 11.8 3.6

1,835 39.6 44.3 5.9 3.9 5.8 0.5

550 30.5 36.9 7.3 8.2 14.7 2.4

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

問11 サッポロスマイルロゴ

 を見たことがある

問11 サッポロスマイルロゴ

 を見たことがない

(%)

対象者全体

性

別

年

齢
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◇札幌の魅力を知人や友人などに伝えたり、広めたりする手段 

≪問１２－１で「１ そう思う」または「２ どちらかといえば、そう思う」と答えた方にお聞きします。≫ 

問１２－２ あなたは、どのような手段を使って札幌の魅力を他の人に伝えたり、広めたりしようと思い

ますか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 札幌の魅力を知人や友人などに伝えたり、広めたりする手段について、「直接口頭」が 75.3％、「ＳＮＳで

の写真や文章の投稿」が 34.2％、「年賀状や手紙などの郵便物」が 23.8％となっている。 

【性  別】 「ＳＮＳでの写真や文章の投稿」は、女性で 36.2％と、男性の 30.9％より 5.3 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「年賀状や手紙などの郵便物」、「電話」は、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。
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対象者全体（N=2,030)

札幌の魅力を伝えたり、広めたりする手段について「直接口頭」が 75.3％ 

対
象
者
数

直
接
口
頭

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
写
真
や
文
章

の
投
稿

年
賀
状
や
手
紙
な
ど
の
郵

便
物

電
話

電
子
メ
ー

ル

ブ
ロ
グ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

な
ど

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の

動
画
配
信

そ
の
他

無
回
答

2,030 75.3 34.2 23.8 21.6 13.2 6.0 3.3 2.1 1.9

男性 758 75.1 30.9 22.2 21.1 14.9 7.1 4.9 1.5 2.2

女性 1,264 75.3 36.2 24.9 21.9 12.1 5.3 2.4 2.5 1.7

29歳以下 158 78.5 65.2 3.8 7.0 2.5 5.7 2.5 1.3 1.3

30～39歳 254 75.6 55.1 13.0 8.7 11.4 6.3 2.4 0.8 1.2

40～49歳 354 77.4 42.9 15.3 12.4 10.2 6.8 4.0 1.4 0.3

50～59歳 378 77.5 42.9 17.5 14.8 17.2 7.4 3.4 1.9 1.3

60～69歳 388 78.4 21.9 32.5 26.3 18.0 4.4 3.4 2.6 1.5

70歳以上 493 68.4 10.1 40.4 41.0 12.8 5.5 3.4 3.2 4.3

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇札幌の魅力を知人や友人などに伝えたり、広めたりする上で必要なこと 

≪引き続き、問１２－１で「１ そう思う」または「２ どちらかといえば、そう思う」と答えた方にお聞

きします。≫ 

問１２－３ あなた自身が札幌の魅力を他の人に伝えたり、広めたりしようする際に必要なことはどのよ

うなことだと思いますか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 札幌の魅力を知人や友人などに伝えたり、広める上で必要なことについて、「地元ならではの魅力をもっ

と知ること」が 65.7％、「札幌の魅力を実際に体験すること」が 62.0％、「札幌の歴史や地元ならではの文

化や習慣などの知識を深めること」が 40.6％となっている。 

【性  別】 「札幌の歴史や地元ならではの文化や習慣などの知識を深めること」、「札幌市などによる情報発信す

る場所や機会の提供」は、男性が女性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「札幌の魅力を実際に体験すること」は 30 歳代（70.5％）で最も高く、最も低い 70 歳以上（50.9％）とは、

19.6 ポイントの差となっている。
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対象者全体（N=2,030)

札幌の魅力を伝えたり、広める上で必要なことについて「地元ならではの魅力をもっと知

ること」が 65.7％ 

対

象

者

数

地

元

な

ら

で

は

の

魅

力

を

も

っ

と

知

る

こ

と

札

幌

の

魅

力

を

実

際

に

体

験

す

る

こ

と

札

幌

の

歴

史

や

地

元

な

ら

で

は

の

文

化

や

習

慣

な

ど

の

知

識

を

深

め

る

こ

と

札

幌

市

な

ど

に

よ

る

情

報

発

信

す

る

場

所

や

機

会

の

提

供

魅

力

を

的

確

に

伝

え

る

た

め

の

き

れ

い

な

写

真

・

映

像

の

撮

影

方

法

を

知

る

こ

と Ｓ

Ｎ

Ｓ

な

ど

最

新

の

情

報

発

信

の

方

法

を

知

る

こ

と

大

規

模

イ

ベ

ン

ト

に

お

け

る

観

光

案

内

な

ど

へ

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

参

加

そ

の

他

無

回

答

2,030 65.7 62.0 40.6 21.8 16.7 15.9 5.8 1.2 4.0

男性 758 63.3 61.6 45.6 25.1 16.8 17.0 6.2 1.2 4.4

女性 1,264 67.2 62.1 37.6 19.8 16.7 15.3 5.5 1.1 3.9

29歳以下 158 67.1 65.8 32.3 16.5 27.2 27.8 7.6 0.6 -

30～39歳 254 61.4 70.5 28.0 18.5 17.3 20.5 2.8 0.4 3.9

40～49歳 354 64.4 69.8 36.4 20.1 14.4 15.8 5.1 1.7 1.7

50～59歳 378 68.5 65.9 38.6 20.4 15.1 20.4 7.4 0.5 3.7

60～69歳 388 69.6 57.7 42.0 26.0 14.4 13.1 5.9 1.5 3.4

70歳以上 493 63.1 50.9 52.7 24.1 17.6 8.5 5.7 1.4 7.9

1,540 66.7 65.2 42.1 21.7 16.8 16.3 5.7 1.0 3.3

371 63.6 50.4 36.7 22.6 16.2 12.9 5.4 1.3 5.7

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

問11 サッポロスマイルロゴ

 を見たことがある

問11 サッポロスマイルロゴ

 を見たことがない

年

齢

(%)

対象者全体

性

別
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◇札幌の魅力を知人や友人などに伝えたり、広めたりしたいと思わない理由 

≪問１２－１で「３ どちらかといえば、そう思わない」または「４ そう思わない」と答えた方にお聞き

します。≫ 

問１２－４ あなたが、札幌の魅力を他の人に伝えたり、広めたりしようと思わない理由は何ですか。あ

てはまるものにいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 札幌の魅力を伝えたり、広めたいと思わない理由は、「魅力を伝える相手がいないから」が 28.4％、「魅力

的な場所やイベントなどを知っているが、実際に行ったことがないから」が 20.9％、「魅力的な場所やイベ

ントなどをあまり知らないから」が 20.1％となっている。 

【性  別】 「魅力的な場所やイベントなどをあまり知らないから」は、女性で 24.6％と、男性の 16.7％より 7.9ポイン

ト高くなっている。 
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対象者全体（N=278)

札幌の魅力を知人や友人などに伝えたり、広めたいと思わない理由は「魅力を伝える相手

がいないから」が 28.4％ 

対

象

者

数

魅

力
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伝

え

る

相

手

が

い

な

い

か

ら 魅

力

的

な

場

所

や

イ

ベ

ン

ト

な

ど

を

知

っ

て

い

る

が

、

実

際

に

行

っ

た

こ

と

が

な

い

か

ら

魅

力

的

な

場

所

や

イ

ベ

ン

ト

な

ど

を

あ

ま

り

知

ら

な

い

か

ら

魅

力

を

伝

え

た

り

、

広

め

た

り

す

る

方

法

が

わ

か

ら

な

い

か

ら

魅

力

的

な

場

所

や

イ

ベ

ン

ト

な

ど

を

知

っ

て

い

る

が

、

伝

え

た

り

、

広

め

た

り

す

る

時

間

が

な

い

か

ら

魅

力

的

な

場

所

や

イ

ベ

ン

ト

な

ど

を

知

っ

て

い

る

が

、

他

の

人

に

知

ら

れ

た

く

な

い

か

ら

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

278 28.4 20.9 20.1 8.3 6.8 3.6 16.5 17.3 2.2

男性 150 30.0 19.3 16.7 6.7 4.7 4.0 16.0 18.0 2.0

女性 126 27.0 22.2 24.6 10.3 9.5 3.2 17.5 15.9 2.4

29歳以下 21 38.1 28.6 28.6 4.8 9.5 4.8 4.8 19.0 -

30～39歳 34 32.4 11.8 35.3 11.8 2.9 2.9 11.8 11.8 5.9

40～49歳 40 20.0 17.5 30.0 2.5 5.0 7.5 17.5 15.0 2.5

50～59歳 42 31.0 11.9 19.0 4.8 9.5 4.8 28.6 19.0 -

60～69歳 63 28.6 23.8 14.3 9.5 9.5 4.8 20.6 14.3 1.6

70歳以上 75 28.0 26.7 12.0 12.0 5.3 - 12.0 20.0 2.7

179 30.2 19.6 19.0 9.5 7.8 4.5 17.3 17.3 1.7

85 25.9 25.9 18.8 7.1 2.4 2.4 16.5 17.6 3.5

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

問11 サッポロスマイルロゴ

 を見たことがある

問11 サッポロスマイルロゴ

 を見たことがない

(%)

対象者全体

性

別

年

齢
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◇札幌以外の街を訪れる際の最新情報の入手手段 

問１３ あなたは札幌以外の街を訪れる際、どのような手段を使って最新情報を入手しますか。あてはま

るものにいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 札幌以外の街を訪れる際の最新情報の入手手段について、「旅行情報誌などの雑誌」が 59.5％、「テレ

ビやラジオなどの番組」が 51.1％、「家族や友人、知人などからの口コミ」が 45.4％となっている。 

【性  別】 「旅行情報誌などの雑誌」、「テレビやラジオなどの番組」、「家族や友人、知人などからの口コミ」、「ＳＮ

Ｓでの写真や文章の投稿」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 29 歳以下では「ＳＮＳでの写真や文章の投稿」が、40 歳代では「ブログやホームページなど」が、30 歳

代、50 歳代、60 歳代では「旅行情報誌などの雑誌」が、70 歳以上では「テレビやラジオなどの番組」が最

も高くなっている。
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対象者全体（N=2,653)

札幌以外の街の最新情報を入手する手段について「旅行情報誌などの雑誌」が 59.5％ 

対
象
者
数

旅
行
情
報
誌
な
ど
の
雑
誌

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の

番
組

家
族
や
友
人
、

知
人
な
ど

か
ら
の
口
コ
ミ

ブ
ロ
グ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

な
ど

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
写
真
や
文
章

の
投
稿

新
聞

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の

配
信
動
画

そ
の
他

入
手
し
て
い
な
い

無
回
答

2,653 59.5 51.1 45.4 40.5 30.2 23.4 9.7 1.5 3.5 3.4

男性 1,059 55.4 47.4 36.3 42.6 25.5 23.7 12.4 1.7 5.1 4.1

女性 1,576 62.6 53.8 51.6 39.3 33.6 23.3 7.9 1.3 2.3 2.7

29歳以下 201 53.7 40.8 47.8 45.8 70.6 4.5 14.4 1.0 4.0 2.5

30～39歳 305 66.6 49.8 50.8 61.6 58.7 5.6 7.9 1.0 1.0 1.6

40～49歳 434 58.5 46.1 44.2 62.4 39.6 11.3 11.5 0.9 2.8 2.1

50～59歳 467 64.5 50.3 45.0 54.4 39.8 16.5 10.9 1.3 2.8 1.5

60～69歳 515 64.9 54.6 43.1 32.8 14.8 28.3 10.1 2.1 4.7 2.5

70歳以上 716 52.2 55.9 45.4 13.7 6.1 44.7 7.0 1.7 4.3 6.7

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇テレビの視聴頻度 

問１４ あなたは、日頃テレビを見ていますか。あてはまるものに１つだけ〇をつけてください。 

※“見ている”（「よく見ている」＋「ときどき見ている」）

【全  体】 テレビの視聴頻度は、「よく見ている」が 61.9％、「ときどき見ている」が 21.9％、合わせると 83.8％となっ

ている。一方、「あまり見ていない」が 11.2％、「見ていない」が 2.0％、合わせると 13.2％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 “見ている”は、60 歳代（92.2％）で最も高く、最も低い 29 歳以下（71.1％）とは、21.1 ポイントの差となっ

ている。 

（４）テレビ・ラジオ等の利用状況について 

テレビを“見ている”と回答した人が 83.8％ 

よく見ている

61.9

60.3

62.9

44.8

54.8

51.2

62.5

70.7

69.6

ときどき

見ている

21.9

22.6

21.7

26.4

20.3

25.3

21.8

21.6

20.1

あまり

見ていない

11.2

11.2

11.0

18.4

16.4

19.4

12.0

5.6

5.2

見ていない

2.0

2.3

1.8

3.5

3.9

2.1

1.7

0.8

1.8

テレビを

持っていない

1.6

1.8

1.5

6.0

3.9

2.1

1.1

0.4

0.4

無回答

1.4

1.8

1.0

1.0

0.7

0.0

0.9

1.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

全体（N=2,653)

男性（N=1,059)

女性（N=1,576)

29歳以下(N=201)

30～39歳(N=305)

40～49歳(N=434)

50～59歳(N=467)

60～69歳(N=515)

70歳以上(N=716)

性

別

年
代
別

よく見ている

61.9%

ときどき

見ている

21.9%

あまり

見ていない

11.2%

見ていない

2.0%

テレビを

持っていない

1.6%
無回答

1.4%

対象者全体(N=2,653)
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◇ラジオの視聴頻度 

問１５ あなたは、日頃ラジオを聞いていますか。あてはまるものに１つだけ〇をつけてください。 

※“聞いている”（「よく聞いている」＋「ときどき聞いている」）

【全  体】 ラジオの視聴頻度は、「よく聞いている」が 14.2％、「ときどき聞いている」が 27.3％、合わせると 41.5％と

なっている。一方、「あまり聞いていない」が 19.4％、「聞いていない」が 28.9％、合わせると 48.3％となって

いる。 

【性  別】 “聞いている”は、男性で 49.7％と、女性の 36.1％より 13.6 ポイント高くなっている。 

【年代別】 “聞いている”は、年代が上がるにつれて割合が高くなっている。

ラジオを“聞いている”と回答した人が 41.5％ 

よく聞いている

14.2%

ときどき

聞いている

27.3%

あまり

聞いていない

19.4%

聞いていない

28.9%

ラジオを

持っていない

8.6%

無回答

1.6%

対象者全体(N=2,653)

よく聞いている

14.2

18.2

11.6

4.0

9.5

12.9

12.6

17.5

18.7

ときどき

聞いている

27.3

31.4

24.5

19.4

22.3

24.9

30.0

28.7

30.4

あまり

聞いていない

19.4

19.5

19.5

13.4

16.4

22.8

18.8

23.7

18.0

聞いていない

28.9

22.9

32.9

33.8

32.8

30.6

31.0

25.6

25.4

ラジオを

持っていない

8.6

5.7

10.5

28.4

18.7

8.5

6.6

3.1

3.9

無回答

1.6

2.3

1.0

1.0

0.3

0.2

0.9

1.4

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

全体（N=2,653)

男性（N=1,059)

女性（N=1,576)

29歳以下(N=201)

30～39歳(N=305)

40～49歳(N=434)

50～59歳(N=467)

60～69歳(N=515)

70歳以上(N=716)

性

別

年
代
別

-38-



◇テレビやラジオを視聴する時間帯 

問１６ あなたがテレビやラジオをよく視聴する時間帯はいつですか。平日と休日の状況について、よく 

視聴する時間帯にいくつでも○をつけてください。 

（１）テレビ（平日（月曜日～金曜日）・休日（土、日、祝日）） 

【全  体】 テレビを視聴する時間帯は、平日、休日どちらも「19：00～23：00 頃」が最も高くなっている。 

【性  別】 平日の「7：00～10：00 頃」は、女性で 56.5％と、男性の 44.5％より 12.0 ポイント高くなっている。 

【年代別】 平日、休日ともに、いずれの年代も「19：00～23：00 頃」が最も高くなっている。 

テレビを最も視聴している時間帯は平日の「19：00～23：00 頃」で 77.0％ 

4：00～

7：00頃

7：00～

10：00頃

10：00～

12：00頃

12：00～

14：00頃

14：00～

19：00頃

19：00～

23：00頃

23：00～

翌4：00頃
無回答

平日 23.7 51.6 14.6 25.1 35.1 77.0 11.0 7.8

休日 11.7 54.4 33.4 36.0 45.7 75.6 11.1 11.1

0%

20%

40%

60%

80%

対象者全体（N=2,653)

4：00～
7：00頃

7：00～
10：00頃

10：00～
12：00頃

12：00～
14：00頃

14：00～
19：00頃

19：00～
23：00頃

23：00～
翌4：00頃

無回答

2,653 23.7 51.6 14.6 25.1 35.1 77.0 11.0 7.8

男性 1,059 24.3 44.5 12.5 20.4 31.0 75.1 11.6 8.9

女性 1,576 23.3 56.5 15.9 28.1 37.9 78.3 10.4 7.0

29歳以下 201 17.9 34.8 6.5 11.4 28.9 76.1 17.4 12.9

30～39歳 305 19.0 47.5 11.5 14.1 29.5 77.4 14.1 13.8

40～49歳 434 25.3 42.9 7.4 11.1 25.3 76.5 17.5 9.0

50～59歳 467 36.2 47.5 12.6 15.0 29.3 82.0 15.2 5.8

60～69歳 515 28.0 54.8 15.5 26.8 39.0 81.2 8.5 3.5

70歳以上 716 15.1 64.2 23.0 47.3 46.4 71.4 2.7 7.1

4：00～
7：00頃

7：00～
10：00頃

10：00～
12：00頃

12：00～
14：00頃

14：00～
19：00頃

19：00～
23：00頃

23：00～
翌4：00頃

無回答

2,653 11.7 54.4 33.4 36.0 45.7 75.6 11.1 11.1

男性 1,059 13.4 56.1 32.5 34.5 46.6 73.2 11.0 11.6

女性 1,576 10.4 53.3 33.9 37.0 45.4 77.2 11.0 10.7

29歳以下 201 4.5 32.3 29.4 27.4 40.8 73.6 18.4 14.9

30～39歳 305 8.5 48.5 29.5 23.9 39.7 76.7 12.8 16.4

40～49歳 434 8.1 47.2 33.2 26.3 40.8 77.0 17.7 13.6

50～59歳 467 17.3 55.0 35.5 33.8 47.5 81.8 16.3 9.2

60～69歳 515 15.9 62.9 33.0 37.7 46.8 79.6 8.0 6.4

70歳以上 716 10.3 61.3 35.2 49.7 51.3 68.0 2.9 10.6

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対
象
者
数

テレビを見る時間帯【平日】

対象者全体

性
別

年
齢

(%)

対
象
者
数

テレビを見る時間帯【休日】

性
別

年
齢

対象者全体
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◇テレビやラジオを視聴する時間帯 

問１６ あなたがテレビやラジオをよく視聴する時間帯はいつですか。平日と休日の状況について、よく 

視聴する時間帯にいくつでも○をつけてください。 

（２）ラジオ（平日（月曜日～金曜日）・休日（土、日、祝日）） 

【全  体】 ラジオを視聴する時間帯は、平日、休日どちらも「10：00～12：00 頃」が最も高くなっている。 

【性  別】 平日の「7：00～10：00 頃」、「10：00～12：00 頃」、「12：00～14：00 頃」は、男性が女性より 5.0 ポイント

以上高くなっている。 

【年代別】 平日では、40 歳代、50 歳代で「7：00～10：00 頃」が、60 歳代、70 歳以上で「10：00～12：00 頃」が、30

歳代で「14：00～19：00 頃」が、29 歳以下で「23：00～翌 4：00 頃」が最も高くなっている。 

4：00～

7：00頃

7：00～

10：00頃

10：00～

12：00頃

12：00～

14：00頃

14：00～

19：00頃

19：00～

23：00頃

23：00～

翌4：00頃
無回答

平日 8.4 12.6 13.6 11.3 11.0 7.5 6.3 60.5

休日 5.5 7.4 9.9 8.6 8.4 6.1 5.4 71.5

0%

20%

40%

60%

80%

対象者全体（N=2,653)

4：00～
7：00頃

7：00～
10：00頃

10：00～
12：00頃

12：00～
14：00頃

14：00～
19：00頃

19：00～
23：00頃

23：00～
翌4：00頃

無回答

2,653 8.4 12.6 13.6 11.3 11.0 7.5 6.3 60.5

男性 1,059 9.7 16.6 17.0 15.8 13.8 8.2 6.1 52.8

女性 1,576 7.6 9.8 11.3 8.4 9.3 6.9 6.5 65.6

29歳以下 201 1.0 6.5 4.0 5.5 4.5 6.0 8.5 77.6

30～39歳 305 3.9 9.8 9.8 9.2 11.5 7.2 3.6 71.8

40～49歳 434 7.4 15.7 13.1 12.2 12.2 8.8 2.8 62.2

50～59歳 467 5.8 15.2 13.7 14.1 11.1 6.9 4.3 62.7

60～69歳 515 11.5 13.6 15.1 12.8 14.2 5.0 5.4 54.6

70歳以上 716 12.6 11.0 16.9 10.5 9.9 9.2 11.2 52.5

4：00～
7：00頃

7：00～
10：00頃

10：00～
12：00頃

12：00～
14：00頃

14：00～
19：00頃

19：00～
23：00頃

23：00～
翌4：00頃

無回答

2,653 5.5 7.4 9.9 8.6 8.4 6.1 5.4 71.5

男性 1,059 5.8 9.0 11.2 9.7 8.6 5.9 5.1 69.3

女性 1,576 5.2 6.2 8.9 7.9 8.1 6.2 5.6 72.9

29歳以下 201 0.5 3.0 2.0 4.5 4.5 5.5 6.0 84.1

30～39歳 305 1.3 6.2 7.5 6.2 6.9 6.6 3.0 80.3

40～49歳 434 3.2 6.9 9.7 10.4 9.7 4.1 2.5 75.6

50～59歳 467 2.8 7.5 13.1 11.6 9.2 4.5 3.6 70.4

60～69歳 515 6.6 7.4 12.2 8.5 9.5 4.7 4.1 68.3

70歳以上 716 10.8 9.2 9.4 8.0 7.8 9.2 10.1 64.4

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

対
象
者
数

ラジオを聞く時間帯【平日】

ラジオを聞く時間帯【休日】対
象
者
数

(%)

対象者全体

性
別

年
齢

(%)

対象者全体

性
別

年
齢

ラジオを最も視聴している時間帯は平日の「10：00～12：00 頃」で 13.6％ 
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◇札幌市の広報番組視聴の有無 

問１７ 上記で紹介した札幌市の広報番組の中で、あなたが視聴している番組はありますか。あてはまる

ものに１つだけ〇をつけてください。 

※“視聴したことがある”（「毎回視聴している番組がある」＋「ときどき視聴している番組がある」＋「視聴したことがある番組がある」） 

【全  体】 札幌市の広報番組視聴の有無は、「毎回視聴している番組がある」が 1.7％、「ときどき視聴している番組

がある」が 7.8％、「視聴したことがある番組がある」が 15.8％、合わせると 25.2％となっている。一方、「視

聴したことがある番組はない」が 67.9％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 “視聴したことがある”は、70 歳以上（27.9％）で最も高く、最も低い 29 歳以下（20.4％）とは、7.5 ポイント

の差となっている。 

札幌市の広報番組を“視聴したことがある”人が 25.2％ 

毎回視聴している番組がある

1.7%

ときどき視聴している

番組がある

7.8%

視聴したことがある

番組がある

15.8%

視聴したことがある番組はない

67.9%

無回答

6.9%

対象者全体(N=2,653)

毎回視聴している

番組がある

1.7

1.9

1.5

1.0

1.6

0.9

1.7

1.2

2.7

ときどき視聴

している番組がある

7.8

7.5

8.1

3.5

6.6

7.4

6.9

7.4

10.8

視聴したことがある

番組がある

15.8

14.5

16.8

15.9

18.0

15.7

19.3

13.2

14.5

視聴したことがある

番組はない

67.9

70.6

66.0

77.6

73.1

72.8

69.2

75.5

53.6

無回答

6.9

5.5

7.7

2.0

0.7

3.2

3.0

2.7

18.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

［凡例］

全体（N=2,653)

男性（N=1,059)

女性（N=1,576)

29歳以下(N=201)

30～39歳(N=305)

40～49歳(N=434)

50～59歳(N=467)

60～69歳(N=515)

70歳以上(N=716)

性

別

年
代
別
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◇視聴したことがある広報番組 

≪問１７で「１ 毎回視聴している番組がある」「２ ときどき視聴している番組がある」「３ 視聴したこと

がある番組がある」と答えた方にお聞きします。≫ 

問１７－１ あなたが視聴したことがある広報番組を教えてください。あてはまるものにいくつでも〇を

つけてください。 

【全  体】 視聴したことがある広報番組は、「札幌ふるさと再発見」が 63.8％、「いっとこ！みんテレ内「いっとこ！

SAPPORO」」が 31.1％、「しっとこ！SAPPORO」が 18.1％となっている。 

【性  別】 「いっとこ！みんテレ内「いっとこ！SAPPORO」」は、女性で 35.9％と、男性の 23.3％より 12.6 ポイント

高くなっている。また、「朝 MORi 内「さっぽろ〇あかりニュース」」は、男性で 11.9％と、女性の 6.5％より

5.4 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「いっとこ！みんテレ内「いっとこ！SAPPORO」」は、年代が上がるにつれて割合が低くなっている。 

0%

20%

40%

60%

80%

対象者全体（N=668)

「札幌ふるさと再発見」を視聴したことがある人が 63.8％ 

対

象

者

数

札

幌

ふ

る

さ

と

再

発

見

い

っ

と

こ

！

み

ん

テ

レ

内

「

い

っ

と

こ

！

Ｓ

Ａ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

Ｒ

Ｏ

」

し

っ

と

こ

！

Ｓ

Ａ

Ｐ

Ｐ

Ｏ

Ｒ

Ｏ 朝

Ｍ

Ｏ

Ｒ

i

内

「

さ

っ

ぽ

ろ

〇

あ

か

り

ニ

ュ

ー

ス

」

Ｎ

Ｏ

Ｒ

Ｄ

（

ノ

ー

ル

）

の

さ

っ

ぽ

ろ

キ

ラ

キ

ラ

イ

フ

無

回

答

668 63.8 31.1 18.1 8.5 8.4 3.1

男性 253 64.4 23.3 19.4 11.9 9.9 3.6

女性 415 63.4 35.9 17.3 6.5 7.5 2.9

29歳以下 41 48.8 46.3 26.8 7.3 7.3 -

30～39歳 80 55.0 41.3 12.5 17.5 10.0 1.3

40～49歳 104 52.9 35.6 17.3 13.5 6.7 2.9

50～59歳 130 57.7 35.4 16.2 8.5 9.2 2.3

60～69歳 112 68.8 30.4 19.6 3.6 10.7 0.9

70歳以上 200 77.0 19.5 19.5 5.5 7.0 6.5

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

性

別

年

齢

対象者全体

(%)
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◇広報番組を視聴した時の状況 

問１７－２ あなたが広報番組を視聴した時の状況を教えてください。あてはまるものにいくつでも〇を

つけてください。 

【全  体】 広報番組を視聴したときの状況は、「前の番組を視聴していて、そのついでに視聴した」が 49.9％、「面

白そうな番組を探していて、たまたま視聴した」が 40.4％、「後の番組を視聴しようとして、そのついでに視

聴した」が 17.5％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 「面白そうな番組を探していて、たまたま視聴した」は、70 歳以上（49.0％）で最も高く、最も低い 40歳代

（28.8％）とは、20.2 ポイントの差となっている。 
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札幌市の広報番組を視聴したときの状況は「前の番組を視聴していて、そのついでに視聴

した」人が 49.9％ 
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視
聴

し
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そ
の
他

無
回
答

668 49.9 40.4 17.5 12.9 3.1 2.5 3.6

男性 253 49.0 40.3 15.0 11.5 2.4 3.6 3.6

女性 415 50.4 40.5 19.0 13.7 3.6 1.9 3.6

29歳以下 41 51.2 41.5 17.1 7.3 - 4.9 2.4

30～39歳 80 57.5 30.0 18.8 6.3 2.5 5.0 1.3

40～49歳 104 61.5 28.8 18.3 10.6 1.9 4.8 1.9

50～59歳 130 51.5 40.8 18.5 11.5 3.8 1.5 1.5

60～69歳 112 46.4 42.0 15.2 12.5 3.6 1.8 4.5

70歳以上 200 41.5 49.0 17.5 19.0 4.0 1.0 6.5

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇広報番組を視聴しない理由 

≪問１７で「４ 視聴したことがある番組はない」と答えた方にお聞きします。≫ 

問１７－３ あなたが広報番組を視聴しない理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてく

ださい。 

【全  体】 広報番組を視聴しない理由は、「広報番組が放送されていることを知らないから」が 41.9％、「視聴するこ

とができる時間帯に放送していないから」が 22.0％、「あまりテレビを見ないから」が 18.4％となっている。 

【性  別】 男女で大きな差は見られない。 

【年代別】 「広報番組が放送されていることを知らないから」は、40 歳代（45.3％）で最も高く、次いで 30歳代

（43.5％）、50 歳代（42.4％）となっている。 
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広報番組を視聴しない理由は「広報番組が放送されていることを知らないから」が 41.9％ 
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特
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理
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無
回
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1,801 41.9 22.0 18.4 13.5 12.3 3.8 5.9 15.2 7.3

男性 748 40.2 24.3 18.0 14.0 11.4 5.2 5.6 15.0 8.0

女性 1,040 43.4 20.4 18.7 13.3 12.9 2.6 6.2 15.1 6.7

29歳以下 156 41.0 19.9 23.1 16.0 17.9 5.8 7.7 12.2 1.9

30～39歳 223 43.5 17.9 23.8 17.9 14.3 4.9 6.3 11.2 2.2

40～49歳 316 45.3 23.7 26.6 13.9 17.4 4.4 6.3 11.4 5.4

50～59歳 323 42.4 23.5 21.4 12.7 10.2 2.8 5.6 14.6 5.9

60～69歳 389 41.9 25.4 13.1 14.4 9.8 4.1 5.9 14.1 9.3

70歳以上 384 38.5 19.3 9.6 9.4 8.9 2.1 4.9 23.2 13.0

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇どのような情報に関心があるか 

問１８ あなたは、テレビやラジオの視聴に関わらず、どのような情報に関心を持っていますか。あては

まるものにいくつでも○をつけてください。 

【全  体】 関心がある情報は、「最新の事件、事故」が 76.2％、「健康・医療」が 47.6％、「映画、エンターテイメント、 

芸術鑑賞」が 46.5％となっている。 

【性  別】 「最新の事件、事故」、「スポーツ」、「環境問題」、「ビジネス」は、男性が女性より高くなっているが、その 

他の項目は女性が男性より高くなっている。 

【年代別】 「健康・医療」、「環境問題」、「高齢者福祉・障がい者福祉」は、年代が上がるにつれて割合が高くなって 

      いる。また、39 歳以下では、「映画、エンターテイメント、芸術鑑賞」、「旅行、レジャー」、「グルメ、スイーツ」 

が、全体より 10.0 ポイント以上高くなっている。 
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対象者全体（N=2,653)

関心がある情報は「最新の事件、事故」が 76.2％ 
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テ
ィ

ア
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
）

そ
の
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特
に
関
心
が
あ
る
情
報
は
な
い

無
回
答

2,653 76.2 47.6 46.5 45.9 45.6 38.3 25.3 24.0 23.8 19.1 17.5 16.1 14.6 12.3 5.1 2.3 1.5 2.5

男性 1,059 76.4 40.3 41.2 42.2 37.1 52.3 26.4 19.0 16.5 17.3 13.5 24.6 12.5 7.6 4.7 2.8 1.9 2.3

女性 1,576 76.2 52.5 50.3 48.7 51.5 29.0 24.6 27.5 28.8 20.5 20.3 10.4 16.2 15.5 5.3 1.8 1.3 2.4

29歳以下 201 68.7 32.3 66.2 58.2 61.2 31.3 15.9 32.3 24.9 8.0 15.9 16.9 17.9 13.9 3.5 3.5 1.5 2.0

30～39歳 305 76.4 38.4 59.7 65.9 69.2 25.9 20.7 26.9 42.6 11.1 25.6 23.0 26.9 46.6 3.6 2.0 1.3 0.3

40～49歳 434 76.3 40.1 52.8 53.5 58.8 35.5 21.4 23.3 36.2 12.9 21.7 26.7 23.7 23.3 5.5 2.8 1.6 0.2

50～59歳 467 78.2 46.7 55.0 53.1 55.9 39.8 24.2 27.6 32.1 15.6 16.7 20.8 11.8 5.8 6.4 2.4 2.6 0.6

60～69歳 515 81.4 49.1 42.5 42.9 39.8 40.2 29.5 21.7 15.1 16.7 14.0 12.0 8.9 3.1 4.1 2.1 1.4 2.5

70歳以上 716 73.7 60.1 28.9 27.2 21.1 45.0 30.0 20.3 9.1 33.7 15.2 6.7 9.2 1.5 5.6 1.7 1.1 5.6

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇関心がある情報の入手手段 

≪問１８で「１」から「１６」のうち、一つでも〇をつけた方にお聞きします。≫ 

問１８－１ 問１８で関心があると答えた情報を入手する手段として、次の中から、あなたが利用してい

るものにいくつでも○をつけてください。

【全  体 】 関心がある情報を入手する手段は、「テレビ」が 83.2％、「新聞」が 44.3％、「ＳＮＳ」が 35.8％となって

いる。 

【性  別】 「ＳＮＳ」、「人からの口コミ」、「チラシ・フリーペーパー」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなって 

いる。また、「ラジオ」は、男性で 25.5％と、女性の 17.0％より 8.5 ポイント高くなっている。 

【年代別】 29 歳以下は「SNS」が最も高く、その他の年代では「テレビ」が最も高くなっている。 
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対象者全体（N=2,546)

関心がある情報を入手する手段は「テレビ」が 83.2％ 
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無

回
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2,546 83.2 44.3 35.8 32.7 28.9 26.2 23.4 20.4 20.2 9.0 0.7 0.2 1.3

男性 1,015 82.7 46.6 31.6 35.3 21.1 19.2 22.7 25.5 19.6 9.1 1.0 0.2 1.2

女性 1,517 83.7 42.8 38.8 31.1 34.2 30.9 23.9 17.0 20.6 8.8 0.5 0.3 1.3

29歳以下 194 73.7 15.5 83.0 35.6 36.6 18.6 29.4 7.2 18.0 9.8 - - 0.5

30～39歳 300 75.3 15.3 68.0 49.7 36.7 32.0 28.0 13.3 20.0 17.7 1.3 0.3 0.3

40～49歳 426 76.3 30.0 46.2 49.8 33.6 28.4 29.1 20.2 20.7 15.5 0.7 0.2 0.9

50～59歳 452 82.7 39.2 43.4 44.7 32.1 27.4 33.4 17.3 25.2 11.9 0.2 0.4 0.2

60～69歳 495 89.9 55.6 21.2 26.5 26.3 26.7 20.6 22.6 19.8 4.6 0.8 - 0.6

70歳以上 668 89.4 69.9 6.9 10.2 20.2 23.4 11.2 27.8 17.4 1.8 0.9 0.3 3.3

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性

別

年

齢
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◇ＳＮＳの利用状況 

問１９ あなたが、現在利用しているＳＮＳは何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてくださ

い。

【全  体 】 ＳＮＳの利用状況は、「ＬＩＮＥ」が 58.8％、「ＹｏｕＴｕｂｅ」が 46.9％、「Ｉｎｓｔａｇｒａｍ」が 23.4％となってい

る。 

【性  別】 「ＬＩＮＥ」、「Ｉｎｓｔａｇｒａｍ」は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 49 歳以下では、「ＬＩＮＥ」、「ＹｏｕＴｕｂｅ」、「Ｉｎｓｔａｇｒａｍ」、「Ｔｗｉｔｔｅｒ」が、全体より 10.0 ポイント以上高く

なっている。 
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「ＬＩＮＥ」を利用している人が 58.8％ 
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2,653 58.8 46.9 23.4 22.2 21.4 2.5 1.8 1.3 0.3 0.6 24.0 7.9

男性 1,059 53.1 48.4 16.9 20.9 23.0 2.3 1.0 0.8 - 0.6 26.3 7.1

女性 1,576 63.0 46.1 28.0 23.4 20.4 2.7 2.3 1.6 0.4 0.6 22.6 8.0

29歳以下 201 92.5 86.1 62.7 78.6 29.9 12.9 5.0 2.5 2.5 1.0 1.0 1.5

30～39歳 305 88.2 72.5 54.8 40.3 45.2 4.3 4.6 2.3 0.7 0.3 3.3 0.7

40～49歳 434 78.6 61.1 33.6 32.3 29.7 2.1 2.1 2.3 - 1.4 9.0 0.7

50～59歳 467 73.2 55.9 25.7 23.6 27.4 2.1 2.1 1.5 - 1.1 13.7 1.7

60～69歳 515 54.2 40.0 9.9 7.0 12.6 1.2 0.4 0.2 - 0.2 32.6 4.9

70歳以上 716 19.3 15.8 1.7 2.9 6.4 0.3 0.3 0.4 - 0.1 49.2 22.6

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性

別

年

齢
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◇ＳＮＳの利用場面 

≪問１９で「１」から「１０」のうち、一つでも〇をつけた方にお聞きします。≫ 

問１９－１ あなたが、ＳＮＳをよく利用するときはいつですか。あてはまるものにいくつでも○をつけ

てください。

【全  体 】 ＳＮＳの利用場面は、「自宅でくつろいでいるとき」が 86.8％、「就寝前」が 42.1％、「仕事・学校などで

の休憩時間」が 34.9％となっている。 

【性  別】 「仕事・学校などでの休憩時間」、「仕事中」は、男性が女性より 5.0 ポイント以上高くなっている。また、 

「就寝前」、「待ち合わせなどでの待ち時間」、「家事の合間」、「公共交通や自家用車などでの移動中」

は、女性が男性より 5.0 ポイント以上高くなっている。 

【年代別】 「就寝前」は、29 歳以下（71.4％）で最も高く、次いで 30歳代（63.8％）、40 歳代（44.1％）となっている。 
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対象者全体（N=1,806)

ＳＮＳを利用する場面は「自宅でくつろいでいるとき」が 86.8％ 
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1,806 86.8 42.1 34.9 31.9 27.2 24.4 12.5 5.9 5.7 4.5 1.2 0.8 0.3

男性 706 85.4 34.8 38.4 26.8 6.8 20.7 10.6 5.4 9.8 3.4 1.4 1.3 0.4

女性 1,094 87.7 46.9 32.5 35.3 40.6 26.8 13.8 6.2 3.0 5.3 1.0 0.5 0.2

29歳以下 196 93.9 71.4 60.7 63.3 20.9 51.0 32.7 19.9 7.7 20.4 0.5 0.5 -

30～39歳 293 90.8 63.8 42.7 39.6 38.9 34.1 15.4 8.9 7.2 5.5 0.3 0.3 -

40～49歳 392 84.4 44.1 42.9 28.1 28.1 24.5 9.9 5.1 7.7 2.8 0.8 0.5 0.3

50～59歳 395 85.1 36.2 34.9 35.4 27.3 23.5 11.1 3.3 5.3 2.8 1.5 1.0 0.3

60～69歳 322 86.6 22.0 21.1 18.3 21.7 11.5 5.6 0.9 3.1 0.9 1.9 1.2 0.6

70歳以上 202 82.7 22.8 5.0 12.9 24.3 6.4 7.9 2.5 2.5 0.5 2.0 1.0 0.5

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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◇ＳＮＳで札幌市のどのような情報を知りたいか 

問２０ あなたは、ＳＮＳで札幌市のどのような情報を知りたいと思いますか。あてはまるものにいくつ

でも○をつけてください。 

【全  体 】 ＳＮＳで札幌市のどのような情報を知りたいかは、「災害・緊急情報」が 60.2％、「市のイベント情

報」が 43.0％、「夜間・休日当番医」が 31.3％となっている。 

【性  別】 「災害・緊急情報」、「市のイベント情報」、「夜間・休日当番医」、「子育てに関する情報」は、女性が男性 

より 5.0 ポイント以上高くなっている。また、「除雪に関する情報」は、男性で 32.0％と、女性の 26.2％より 

5.8 ポイント高くなっている。 

【年代別】 「市のイベント情報」は、30 歳代で（59.0％）で最も高く、最も低い 70 歳以上（24.0％）とは、35.0 ポイント

の差となっている。 
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ＳＮＳで札幌市のどのような情報を知りたいかは「災害・緊急情報」が 60.2％ 
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2,653 60.2 43.0 31.3 28.4 20.5 18.3 9.8 2.8 13.4 8.4

男性 1,059 57.2 39.0 27.3 32.0 18.4 20.7 5.9 2.6 16.1 8.5

女性 1,576 62.5 45.9 34.1 26.2 22.0 16.9 12.5 2.9 11.5 7.8

29歳以下 201 55.7 52.2 21.9 23.9 16.9 17.4 12.4 2.5 15.9 2.0

30～39歳 305 63.3 59.0 39.3 28.9 18.7 14.8 42.6 2.6 5.9 1.6

40～49歳 434 71.7 58.1 43.3 30.0 24.2 20.0 18.0 2.5 6.7 1.2

50～59歳 467 71.7 51.6 39.6 32.8 24.2 20.1 2.6 3.0 12.8 1.3

60～69歳 515 61.7 36.7 27.4 30.5 19.4 18.6 1.4 2.9 17.3 6.8

70歳以上 716 45.4 24.0 21.1 24.6 18.7 18.0 1.1 2.7 17.2 22.2

対象者全体の値と比較し10％以上高い

対象者全体の値と比較し10％以上低い

(%)

対象者全体

性
別

年
齢
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資料 調査票
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札幌市 

令和２年度第２回市民意識調査票 

日頃から、札幌市政にご協力いただき、誠にありがとうございます。 

札幌市では、市民の皆さまのお考えやご要望を市政に反映させるために、札幌市民５千人の

方々にご回答をお願いする調査を実施しております。 

突然のお願いで恐縮ではございますが、趣旨をご理解いただき、ご回答くださいますようお願

いいたします。 

● あなたにお願いしたいこと 

「市民意識調査票」にご記入のうえ、同封の返信用封筒に入れて返送してください。

● ５千人の選び方 

18歳以上の市民の皆さまの中から、無作為抽出法（くじびきのような方法）で選ばせ

ていただきました。 

● 今回お送りしたもの 

市民意識調査票、返信用封筒、チラシ（※） 

（※ チラシはＰＲ用で市民意識調査とは関係ありません。） 

● プライバシーの保護について 

この調査は、皆さまから無記名でご回答いただくものであり、また、回答結果は統計

的に処理し、「こういうご意見が何％」というように数値、表にまとめますので、個人の

お名前が公表されることは、決してございません。

また、調査をお願いした方の名簿は、この調査以外には使用いたしません。

ご使用いただく筆記用具は、どのようなものでも構いません。 

ご回答は、あてはまる番号に○印をつけるか、あるいは具体的な内容をご記入ください。 

記入されました市民意識調査票は、折りたたんで同封の返信用封筒に入れ、無記名のま

ま切手を貼らずに令和２年９月４日（金）までに、郵便ポストへ投函してください。

ご不明な点やお問い合わせは 

札幌市総務局広報部市民の声を聞く課 

担当 井上  ２１１－２０４５ まで 

〔ご回答にあたって〕

「市民意識調査」へのご協力のお願い 

～あなたの声をまちづくりに～ 

折 線 折 線

折 線 折 線
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札幌市では、受動喫煙のないさわやかなまちを目指し、受動喫煙対策に取り組んでいます。そこで皆さ

まの受動喫煙に対する意識をおたずねし、今後の周知啓発の参考とさせていただきます。

 周りの人のたばこの煙にさらされることを受動喫煙といいます。望まない受動喫煙を防ぐため、健康

増進法が改正され、2020年４月に全面施行されました。 

問１ あなたは、健康増進法が改正されたことを知っていましたか。 

１ 知っていた   ⇒ 問１－１ 問１－２ へ

２ 知らなかった  ⇒ 問２ へ

≪問１で「１ 知っていた」と答えた方にお聞きします。≫

問１－１ あなたは、健康増進法の改正についてどのような内容か知っていましたか。あてはまるものにいく

つでも○をつけてください。 

１ 多数の人が利用する施設の屋内は、原則禁煙になる 

２ 病院・学校などの施設では、他の施設より規制が厳しく、屋内に喫煙室が設置できない 

３ 小規模飲食店では、店によって飲食しながらたばこを吸える店と吸えない店がある 

４ 加熱式たばこについては、紙巻たばことは別の規制が設けられている 

５ たばこが吸える場所に、20歳未満の人は立ち入ることができない 

６ たばこが吸える場所のある店や施設の入口には、標識を掲げる 

７ 喫煙室の入口には、標識を掲げる 

８ 喫煙室には、たばこの煙を流出させないための基準が設けられ、基準を満たさない喫煙室は 

使用できない 

９ 違反者への罰則が設けられた 

10 健康増進法が改正されたことは知っていたが、改正内容は知らない 

問１－２ あなたは、健康増進法の改正またはその内容をどのような方法で知りましたか。あてはまるものに

いくつでも○をつけてください。 

１ テレビ               ２ ラジオ 

 ３ 新聞・雑誌・書籍          ４ ポスター・チラシ 

 ５ 広報さっぽろ            ６ 札幌市公式ホームページ 

 ７ 札幌市公式以外のホームページ    ８ ＳＮＳ（※） 

 ９ 説明会など             10 知人等からの口コミ 

11 その他（                            ） 

※ Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、ＬＩＮＥ、ＹｏｕＴｕｂｅ などのソーシャル・ネットワーキング・サービスのこと

テーマ１ 受動喫煙の防止について
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≪皆さまにお聞きします。≫ 

問２ あなたは、たばこ（加熱式たばこを含む）を吸いますか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１ 毎日吸っている

２ 毎日ではないが週に１回以上吸っている

３ 月に１回から３回程度吸っている

４ 以前は吸っていたが、現在は吸っていない

５ 吸わない

≪問２で「１ 毎日吸っている」「２ 毎日ではないが週に１回以上吸っている」「月に１回から３回程度吸ってい

る」と答えた方にお聞きします。≫

問２－１ あなたは、過去１年間で、喫煙をやめたいと思ったことはありましたか。 

 １ やめたいと思ったことがある  ⇒ 問２－２ へ

２ やめたいと思ったことはない  ⇒ 問３ へ

≪問２－１で「１ やめたいと思ったことがある」と答えた方にお聞きします。≫

問２－２ あなたが、過去１年間で、喫煙をやめたいと思った理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○を 

つけてください。 

 １ たばこを吸える場所が減って不便だから ２ たばこを吸う人が減ってきたから  

 ３ 周囲にたばこが嫌いな人がいたから     ４ お金がかかるから 

 ５ 病気にかかりやすくなるのが心配だから  ６ 体調を崩したり医師に指示されたから 

 ７ 家族や周りの人の健康に悪影響を及ぼすから  ８ 家族や周りの人に勧められたから 

 ９ その他（            ）   10 特にない 

≪皆さまにお聞きします。≫ 

問３ あなたは、周りの人のたばこの煙を不快に思いますか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

 １ 不快に思う              ２ どちらかといえば不快に思う 

 ３ どちらともいえない          ４ どちらかといえば不快に思わない 

５ 不快に思わない            ６ わからない

問４ あなたは、2020年４月の健康増進法の改正前、１年以内に受動喫煙にさらされる機会はありましたか。 

あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

 １ 頻繁にあった      

２ 時々あった 

３ ほとんどなかった 

４ なかった 

５ 覚えていない ⇒ 問５ へ

⇒ 問２－１ へ 

⇒ 問３ へ 

⇒ 問４－１ へ 
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≪問４で「１」から「４」のいずれかに〇をつけた方にお聞きします≫

問４－１ 2020年４月の健康増進法の改正後、あなたが、受動喫煙にさらされる機会に変化はありましたか。 

あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

 １ 受動喫煙にさらされる機会が増えた 

 ２ 受動喫煙にさらされる機会が少し増えた 

 ３ 受動喫煙にさらされる機会は変わらない   ⇒ 問５ へ

 ４ 受動喫煙にさらされる機会が少し減った 

 ５ 受動喫煙にさらされる機会が減った 

≪問４－１で「１ 受動喫煙にさらされる機会が増えた」または「２ 受動喫煙にさらされる機会が少し増えた」 

と答えた方にお聞きします。≫

問４－２ あなたが、受動喫煙にさらされる機会が増えたと感じる場所はどこですか。あてはまるものにいくつ

でも○をつけてください。 

 １ 家庭               ２ 職場 

 ３ 飲食店              ４ 遊技場（ゲームセンター、パチンコ、競馬場など）

 ５ 路上               ６ 子どもが利用する屋外の空間（公園、通学路など）

 ７ その他（           ） ８ わからない 

≪問４－１で「４ 受動喫煙にさらされる機会が少し減った」または「５ 受動喫煙にさらされる機会が減った」 

と答えた方にお聞きします。≫

問４－３ あなたが、受動喫煙にさらされる機会が減ったと感じる場所はどこですか。あてはまるものにいくつ

でも〇をつけてください。 

 １ 家庭               ２ 職場 

 ３ 飲食店              ４ 遊技場（ゲームセンター、パチンコ、競馬場など）

 ５ 路上               ６ 子どもが利用する屋外の空間（公園、通学路など）

 ７ その他（           ） ８ わからない 

⇒ 問４－２ へ 

⇒ 問４－３ へ 
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札幌市では、市民と行政が一体となって受動喫煙対策を推進し、受動喫煙のないさわやかなまちさっぽろを

目指す「さっぽろ受動喫煙防止宣言」を 2020年２月に表明しました。 

宣言では「市民として」「各団体及び事業者として」「行政として」のそれぞれの立場での取り組みを示しました。 

【受動喫煙対策の５つの重点的方針】 

・ 受動喫煙の健康への影響について認識を共有します 

・ これから生まれる命や子どもたちの健康と未来を受動喫煙から守ります 

・ 職場での受動喫煙をなくすため互いに協力します 

・ 受動喫煙のないさわやかなまちさっぽろで世界の人々を歓迎します 

・ 禁煙したい人を応援します 

≪皆さまにお聞きします。≫ 

問５ 「さっぽろ受動喫煙防止宣言」には、市民として実施できるものとして以下の取り組みを例示してい 

ます。あなたは、受動喫煙のないさわやかなまちにするため、どのような取り組みが重要であると考え 

ますか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

１ 受動喫煙の健康への影響について正しく理解し、自らの健康増進に努めるとともに家庭や 

職場、公共の場所などで他の人が受動喫煙にさらされることのないよう配慮する 

２ 子どもや妊婦、患者などの受動喫煙の健康への影響が大きい人に特に配慮する必要がある 

 ことを認識する 

 ３ 子どもや妊婦の近くで喫煙しない 

 ４ 公園や通学路など、子どもが多い場所では喫煙しない 

 ５ 子どもや妊婦を、喫煙できる場所に立ち入らせない 

 ６ 保護者などは、子どもと同室の空間や子どもが同乗する車内では喫煙しない 

 ７ 職場では、事業者などの施設管理者が決めた施設内での喫煙行為に関するルールを守る 

 ８ 人通りの多い場所や人が多く集まる場所では、受動喫煙を生じさせないよう配慮する 

 ９ 身近な人が禁煙をするときには、禁煙が継続できるよう協力する 

10 重要だと思う取り組みはない
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札幌市では、地震や風水害などの災害発生に備え、防災対策の実施・見直しを行っています。そこで、

皆さまの災害への備えや、防災訓練等への参加状況などをお聞きし、今後の防災対策の参考とさせていた

だきます。

問６ あなたのご家庭では、地震などの災害に備えてどのような対策をしていますか。あてはまるものにいく 

つでも○をつけてください。 

１ 家具の固定や配置の工夫          ２ 家屋や塀などの補強 

３ 家族間での連絡方法や集合場所などの共有   ４ 備蓄品や非常持ち出し品の用意 

５ 災害時の心得や知識の習得          ６ ハザードマップの確認 

７ 避難方法や最寄りの避難場所の確認      ８ 災害関連の保険への加入 

９ 親戚や知人宅への避難の相談         10 その他（             ） 

11 特に何もしていない

問７ あなたは、過去３年間で、町内会やマンションの管理組合、札幌市などが実施する防災訓練や防災講演 

会などの防災に関する事業に参加したことがありますか。 

 １ 参加したことがある  ⇒ 問７－１ へ

２ 参加したことがない  ⇒ 問８ へ

≪問７で「１ 参加したことがある」と答えた方にお聞きします。≫

問７－１ あなたは、過去３年間で、防災訓練や防災講演会などの防災に関する事業に参加した後、災害に備 

えてどのような行動を取りましたか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１ 備えをしていなかったため、新たな備えをした

２ もともと備えをしていて、新たな備えを追加した

３ もともと備えをしていて、特に何もしなかった

４ 特に何もしなかった

≪問７－１で「１ 備えをしていなかったため、新たな備えをした」または「２ もともと備えをしていて、新たな備

えを追加した」と答えた方にお聞きします。≫

問７－２ あなたは、新たにどのような備えをしましたか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

１ 家具の固定や配置の工夫          ２ 家屋や塀などの補強

３ 家族間での連絡方法や集合場所などの共有  ４ 備蓄品や非常持ち出し品の用意

５ 災害時の心得や知識の習得         ６ ハザードマップの確認

７ 避難方法や最寄りの避難場所の確認     ８ 災害関連の保険への加入

９ 親戚や知人宅への避難の相談 10 その他（             ）

テーマ２ 災害への備えについて 

⇒ 問７－２ へ 

⇒ 問７－３ へ 
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≪問７－１で「３ もともと備えをしていて、特に何もしなかった」または「４ 特に何もしなかった」と答えた方に

お聞きします。≫

問７－３ あなたが、特に何も備えをしなかった理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてくだ

さい。 

１ すでに十分な備えをしていると思ったから    ２ 災害が起こらないと考えているから 

３ お金がかかるから            ４ 時間がないから

５ 周囲に災害に備えている人がいないから ６ 今のままでなんとかなると思うから

７ 何を備えるべきか分からないから    ８ 必要性が感じられないから 

９ 備品等を置くスペースがないから 10 面倒だから 

11 その他（              ）   12 特にない

≪皆さまにお聞きします。≫ 

問８ あなたは今後、町内会やマンションの管理組合、札幌市などが実施する防災訓練や防災講演会などの

防災に関する事業に参加しようと思いますか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１ 必ず参加しようと思う  

２ できるだけ参加しようと思う       

３ あまり参加しようと思わない     

４ 参加しようと思わない    

≪問８で「１ 必ず参加しようと思う」または「２ できるだけ参加しようと思う」と答えた方にお聞きします。≫

問８－１ あなたが参加しようと思う理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

１ 防災に取り組もうという意欲が高まるから

２ 防災に必要な知識を身につけたいから

３ 参加することが楽しいから

４ 防災の担当をしているなど、参加しなければならないから

５ 災害が起こる可能性が高いと感じるから

６ 災害発生時の感染症対策について不安を感じているから

７ その他（                                   ）

⇒ 問８－１ へ 

⇒ 問８－２ へ 
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≪問８で「３ あまり参加しようと思わない」または「４ 参加しようと思わない」と答えた方にお聞きします。≫ 

問８－２ あなたが参加しようと思わない理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

１ 時間がとれないから

２ 長時間拘束されるのが大変だから

３ 開催される日時や場所がわからないから

４ 参加できる時間に実施されていないから

５ １人では参加しにくいから

６ 会場まで行くのが大変だから

７ 役に立つ情報が得られると思えないから

８ インターネットや本などですでに必要な情報を得ているから

９ 感染症のリスクを避けるため、人の集まる場所に行きたくないから

10 興味・関心がないから 

11 その他（                         ） 

12 特にない

≪皆さまにお聞きします。≫ 

問９ あなたは、札幌市が作成している防災に関するハザードマップやパンフレットを読んだことがありますか。 

あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。

１ 地震防災マップ           ２ 札幌市洪水ハザードマップ 

３ 土砂災害避難地図          ４ 札幌市津波ハザードマップ

５ さっぽろ防災ハンドブック ６ 自主防災マニュアル

７ マンションの防災力        ８ 企業防災のすすめ 

９ 地区防災計画作成事例集 10 その他（            ） 

11 読んだことがない 

問１０ あなたが、防災全般について興味・関心があるのはどのような情報ですか。あてはまるものにいくつ   

     でも〇をつけてください。 

１ 住んでいる地域の過去の災害事例      

２ 避難場所や避難経路

３ 緊急時の問い合わせ先             

４ 地域の防災訓練や防災講演会に関する情報

５ 災害時に必要となる気象や雨量などに関する知識

６ 備蓄品や非常持ち出し品に関する情報

７ 災害発生時の感染症対策に関する情報          

８ その他（                         ）

９ 特にない 
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札幌市では、市民だけではなく、札幌を訪れる人も「笑顔になれる街」を目指して、サッポロスマイル

ロゴを活用した取り組みを進めています。そこで、皆さまのロゴの認知度や魅力発信の意向等を把握し、

今後事業を進める際の参考とさせていただきます。

【サッポロスマイルロゴ】

問１１ あなたは、「笑顔になれる街」札幌をイメージした「サッポロスマイルロゴ」を見たことがありますか。 

 １ 見たことがある ⇒ 問１１－１ 問１１－２ へ

２ 見たことがない ⇒ 問１２ へ

≪問１１で「１ 見たことがある」と答えた方にお聞きします。≫

問１１－１ 「サッポロスマイルロゴ」は以下のようなものに使われています。あなたが見たことのあるものに

いくつでも○をつけてください。 

 １ 札幌市のチラシ・パンフレット・封筒など  ２ 市役所や区役所など公共施設 

 ３ 民間企業の施設、商品やサービスなど    ４ 地下鉄やバスなど公共交通機関 

 ５ 札幌ドームのフェンスや観客席など     ６ 家庭用指定ごみ袋 

 ７ 敬老優待乗車証（敬老パス）        ８ 大通公園の花壇や札幌駅のモニュメント 

 ９ ホームページやＳＮＳ（※）など      10 バッジなどのサッポロスマイルグッズ 

11 その他（              ）  

※ Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、ＬＩＮＥ、ＹｏｕＴｕｂｅ などのソーシャル・ネットワーキング・サービスのこと

問１１－２ あなたは、「サッポロスマイルロゴ（SAPP RO）」は、笑顔を表現したもので、市民だけではなく、

札幌を訪れる人も「笑顔になれる街」という意味が込められていることを知っていましたか。 

 １ 知っていた                 

２ 知らなかった

テーマ３ シティプロモートの推進について
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札幌には、おいしい食べ物や豊かな自然、四季折々のイベントなど多くの魅力があり、市民だけではな

く、多くの観光客がその魅力を堪能しています。今後も多くの方に札幌を訪れていただくためには、市民一

人一人の「札幌の魅力発信」や「おもてなし」が大切になります。

問１２ あなたは、札幌のどのような部分に魅力を感じていますか。あてはまるものにいくつでも○をつけてく 

ださい。 

１ 全道各地から集まるおいしい食べ物 

２ はっきりとした四季や冷涼な気候 

３ スキーやスノーボードをはじめとする冬のスポーツ文化 

４ 都市でありながら豊かな自然を満喫できる自然環境 

５ 充実した公共交通機関や多彩な商業施設など、快適な生活を楽しむことができる都市環境

６ 四季折々一年を通して開催されるさまざまなイベント 

７ 野球やサッカーなどのスポーツ観戦、クラッシックなどの音楽鑑賞や観劇など多彩な娯楽

８ 漠然と魅力を感じるが、具体的には思いつかない 

９ その他（                         ） 

10 札幌に魅力があると思わない  ⇒ 問１３ へ 

≪問１２で「１」から「９」のいずれかに○をつけた方にお聞きします。≫

問１２－１ あなたは、おいしい食べ物や豊かな自然、四季折々のイベントなどの札幌の魅力に関して、知人・

友人などに伝えたり、広めたりしたいと思いますか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１ そう思う 

２ どちらかといえば、そう思う 

３ どちらかといえば、そう思わない 

４ そう思わない 

５ わからない ⇒ 問１３ へ

≪問１２－１で「１ そう思う」または「２ どちらかといえば、そう思う」と答えた方にお聞きします。≫

問１２－２ あなたは、どのような手段を使って札幌の魅力を他の人に伝えたり、広めたりしようと思いますか。 

あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

１ 直接口頭                ２ ＳＮＳ（※）での写真や文章の投稿

３ ＹｏｕＴｕｂｅなどの動画配信 ４ ブログやホームページなど

５ 年賀状や手紙などの郵便物        ６ 電話

７ 電子メール               ８ その他（              ）

※ Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、ＬＩＮＥ、ＹｏｕＴｕｂｅ などのソーシャル・ネットワーキング・サービスのこと

⇒ 問１２－１ へ 

⇒ 問１２－２ 問１２－３ へ 

⇒ 問１２－４ へ 
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≪引き続き、問１２－１で「１ そう思う」または「２ どちらかといえば、そう思う」と答えた方にお聞きします。≫

問１２－３ あなた自身が札幌の魅力を他の人に伝えたり、広めたりしようする際に必要なことはどのようなこ 

とだと思いますか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。 

１ 地元ならではの魅力をもっと知ること

２ 札幌の魅力を実際に体験すること

３ 札幌の歴史や地元ならではの文化や習慣などの知識を深めること

４ ＳＮＳ（※）など最新の情報発信の方法を知ること

５ 魅力を的確に伝えるためのきれいな写真・映像の撮影方法を知ること

６ 札幌市などによる情報発信する場所や機会の提供

７ 大規模イベントにおける観光案内などへのボランティア参加

８ その他（                                 ）

※ Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、ＬＩＮＥ、ＹｏｕＴｕｂｅ などのソーシャル・ネットワーキング・サービスのこと

≪問１２－１で「３ どちらかといえば、そう思わない」または「４ そう思わない」と答えた方にお聞きします。≫

問１２－４ あなたが、札幌の魅力を他の人に伝えたり、広めたりしようと思わない理由は何ですか。あてはま

るものにいくつでも○をつけてください。 

１ 魅力的な場所やイベントなどをあまり知らないから

２ 魅力的な場所やイベントなどを知っているが、実際に行ったことがないから

３ 魅力的な場所やイベントなどを知っているが、他の人に知られたくないから

４ 魅力的な場所やイベントなどを知っているが、伝えたり、広めたりする時間がないから

５ 魅力を伝える相手がいないから

６ 魅力を伝えたり、広めたりする方法がわからないから

７ その他（                                 ）

８ 特にない

≪皆さまにお聞きします。≫ 

問１３ あなたは札幌以外の街を訪れる際、どのような手段を使って最新情報を入手しますか。あてはまるも

のにいくつでも○をつけてください。

１ テレビやラジオなどの番組 ２ 新聞

３ 旅行情報誌などの雑誌 ４ ブログやホームページなど

５ ＳＮＳ（※）での写真や文章の投稿    ６ ＹｏｕＴｕｂｅなどの配信動画

７ 家族や友人、知人などからの口コミ ８ その他（               ）

９ 入手していない 

※ Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、ＬＩＮＥ、ＹｏｕＴｕｂｅ などのソーシャル・ネットワーキング・サービスのこと
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札幌市では、市民から親しまれる広報を目指し、テレビやラジオなどを使って市政情報を発信していま

す。そこで、皆さまのテレビ・ラジオなどの利用状況などについてお聞きし、今後の広報活動の参考とさ

せていただきます。

問１４ あなたは、日頃テレビを見ていますか。あてはまるものに１つだけ〇をつけてください。 

 １ よく見ている 

 ２ ときどき見ている 

 ３ あまり見ていない 

 ４ 見ていない 

５ テレビを持っていない 

問１５ あなたは、日頃ラジオを聞いていますか。あてはまるものに１つだけ〇をつけてください。 

 １ よく聞いている 

 ２ ときどき聞いている 

 ３ あまり聞いていない 

 ４ 聞いていない 

５ ラジオを持っていない 

問１６ あなたがテレビやラジオをよく視聴する時間帯はいつですか。平日と休日の状況について、よく視聴 

する時間帯にいくつでも○をつけてください。 

平日 

（月曜日～金曜日）
テレビ ラジオ 

休日 

（土・日・祝日）
テレビ ラジオ 

4：00～7：00頃   4：00～7：00頃   

7：00～10：00頃   7：00～10：00頃   

10：00～12：00頃   10：00～12：00頃   

12：00～14：00頃   12：00～14：00頃   

14：00～19：00頃   14：00～19：00頃   

19：00～23：00頃   19：00～23：00頃   

23：00～翌4：00頃   23：00～翌4：00頃   

テーマ４ テレビ・ラジオ等の利用状況について
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札幌市では、以下の広報番組を放送しています。 

テレビ 

北海道文化放送（UHB） 
いっとこ！みんテレ内 
「いっとこ！SAPPORO」 

土曜日（月１回） 
10時25分～11時50分の 
うち2分30秒間程度 

北海道文化放送（UHB） 
「しっとこ！SAPPORO」 

木曜日（月１回） 
21時54分～22時00分 

北海道放送（HBC） 
「NORD（ノール）の 
さっぽろキラキライフ」 

日曜日（第2・4週） 
16時54分～17時00分 

札幌テレビ（STV） 
「札幌ふるさと再発見」 

土曜日（第5除く） 
11時54分～11時59分 

ラジオ
AIR-G' 
朝MORi内 

「さっぽろ〇あかりニュース」 

木曜日 
10時15分～10時25分頃 

問１７ 上記で紹介した札幌市の広報番組の中で、あなたが視聴している番組はありますか。あてはまるもの 

に１つだけ〇をつけてください。 

１ 毎回視聴している番組がある 

２ ときどき視聴している番組がある 

３ 視聴したことがある番組がある 

４ 視聴したことがある番組はない ⇒ 問１７－３ へ

≪問１７で「１ 毎回視聴している番組がある 」「２ ときどき視聴している番組がある」「３ 視聴したことがある番

組がある」と答えた方にお聞きします。≫

問１７－１ あなたが視聴したことがある広報番組を教えてください。あてはまるものにいくつでも〇をつけてく 

ださい。 

 １ いっとこ！みんテレ内「いっとこ！ＳＡＰＰＯＲＯ」 

２ しっとこ！ＳＡＰＰＯＲＯ 

 ３ ＮＯＲＤ（ノール）のさっぽろキラキライフ 

４ 札幌ふるさと再発見 

５ 朝ＭＯＲi内「さっぽろ〇あかりニュース」

⇒ 問１７－１ 問１７－２ へ 
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問１７－２ あなたが広報番組を視聴した時の状況を教えてください。あてはまるものにいくつでも〇をつけて 

ください。 

１ 視聴しようと思ってチャンネルを合わせた 

２ 面白そうな番組を探していて、たまたま視聴した 

３ 前の番組を視聴していて、そのついでに視聴した 

４ 後の番組を視聴しようとして、そのついでに視聴した 

５ 録画（録音）をして視聴した 

６ その他（                     ）

≪問１７で「４ 視聴したことがある番組はない」と答えた方にお聞きします。≫

問１７－３ あなたが広報番組を視聴しない理由は何ですか。あてはまるものにいくつでも〇をつけてください。 

１ 他で情報を得ているから 

 ２ あまりテレビを見ないから 

 ３ あまりラジオを聞かないから 

 ４ 市政に興味がないから 

 ５ 視聴することができる時間帯に放送していないから 

 ６ 広報番組が放送されていることを知らないから 

 ７ その他（                     ） 

８ 特に理由はない

≪皆さまにお聞きします。≫ 

問１８ あなたは、テレビやラジオの視聴に関わらず、どのような情報に関心を持っていますか。あてはまるも

のにいくつでも○をつけてください。

１ 最新の事件、事故  

２ ビジネス 

３ 旅行、レジャー  

４ 映画、エンターテイメント、芸術鑑賞 

５ 高齢者福祉・障がい者福祉  

６ 子育て 

７ 教育、生涯学習  

８ 環境問題 

９ 健康・医療  

10 グルメ、スイーツ 

11 スポーツ  

12 動物、ペット 

13 コミュニティ（ボランティア、まちづくり活動など）

14 お得情報、クーポン 

15 公共施設紹介  

16 その他（            ） 

17 特に関心がある情報はない ⇒ 問１９ へ

⇒ 問１８－１ へ 
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≪問１８で「１」から「１６」のうち、一つでも〇をつけた方にお聞きします。≫

問１８－１ 問１８で関心があると答えた情報を入手する手段として、次の中から、あなたが利用しているも

のにいくつでも○をつけてください。 

１ テレビ ２ ラジオ ３ 新聞 

４ 書籍 ５ 関連ホームページ ６ ブログ 

７ ＳＮＳ（※） ８ スマートフォンのアプリ ９ 人からの口コミ 

10 チラシ・フリーペーパー   11 その他（         ） 12 入手していない

※ Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、ＬＩＮＥ、ＹｏｕＴｕｂｅ などのソーシャル・ネットワーキング・サービスのこと

≪皆さまにお聞きします。≫ 

問１９ あなたが、現在利用しているＳＮＳは何ですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

１ Ｆａｃｅｂｏｏｋ

２ Ｔｗｉｔｔｅｒ

３ ＬＩＮＥ

４ ＹｏｕＴｕｂｅ

５ Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

６ ｍｉｘｉ

７ Ｓｎａｐｃｈａｔ

８ Ｐｉｎｔｅｒｅｓｔ

９ ＴｉｋＴｏｋ

10 その他（        ）  

11 利用はしていない ⇒ 問２０ へ

≪問１９で「１」から「１０」のうち、一つでも〇をつけた方にお聞きします。≫

問１９－１ あなたが、ＳＮＳをよく利用するときはいつですか。あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

１ 自宅でくつろいでいるとき ２ 家事の合間         ３ 食事中 

４ 入浴中 ５ 就寝前           ６ 起床後すぐ 

７ 待ち合わせなどでの待ち時間 ８ 公共交通や自家用車などでの移動中 ９ 仕事中 

10 仕事・学校などでの休憩時間 11 その他（        ） 12 わからない  

≪皆さまにお聞きします。≫ 

問２０ あなたは、ＳＮＳで札幌市のどのような情報を知りたいと思いますか。あてはまるものにいくつでも○を

つけてください。

１ 市のイベント情報 ２ 災害・緊急情報      ３ 市の施策に関する情報 

４ ごみに関する情報 ５ 子育てに関する情報    ６ 夜間・休日当番医 

７ 除雪に関する情報 ８ その他（        ）９ 特にない  

⇒ 問１９－１ へ 
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最後にあなたご自身のことについておたずねします。あてはまるものに○をつけてください。

 Ｆ１  あなたの性別は 

１ 男性           ２ 女性 

 Ｆ２  あなたの年齢は（令和２年８月１日現在） 

１ 18～19歳         ２ 20～29歳         ３ 30～39歳 

４ 40～49歳         ５ 50～59歳         ６ 60～69歳 

７ 70～74歳         ８ 75歳以上 

 Ｆ３  あなたは現在何区にお住まいですか 

１ 中央区   ２ 北区   ３ 東区   ４ 白石区   ５ 厚別区 

６ 豊平区   ７ 清田区  ８ 南区   ９ 西区    10 手稲区 

 Ｆ４  あなたのご職業は（もっとも近いもの１つに○） 

１ 会社役員  ２ 会社員  ３ 公務員  ４ 自営業  ５ パート・アルバイト

６ 主婦・主夫 ７ 学生   ８ 無職   ９ その他 

 Ｆ５  あなたの世帯構成は 

１ 自分１人または友人と同居など単身世帯   ２ 夫婦２人だけの一世代世帯 

３ 親と子の二世代世帯                      ４ 親と子と孫の三世代世帯 

５ その他 

 Ｆ６  あなたと同居しているご家族は（あてはまるものにいくつでも○） 

１ 配偶者                                  ２ 乳幼児（０～２歳程度） 

３ 就学前児童（３～５歳程度）              ４ 小学生（６～１２歳程度） 

５ 中学生（１３～１５歳程度）              ６ 高校生（１６～１８歳程度） 

７ 大学（院）・専門学校生                   ８ ６５歳以上の高齢者 

９ 上記「１」～「８」以外の方              10 いない 

調査は以上で終了です。長時間にわたり、ご協力ありがとうございました。 

記入されました市民意識調査票は、折りたたんで同封の返信用封筒に入れ、無記名のまま切手を貼らずに

令和２年９月４日（金）までに、郵便ポストへ投函してください。 
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